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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自装置とは異なる他の情報処理装置に入力されたメッセージについて前記他の情報処理
装置が実行する当該メッセージに対応する処理の状況を示す通知情報を受信する通信部と
、
　前記通信部が受信した通知情報を記憶する記憶部と、
　メッセージが入力されたとき、当該メッセージの入力から設定した時間だけ経過した後
で、当該メッセージに対応する処理の状況を示す通知情報が前記記憶部に記憶されている
か否かを判定し、当該通知情報が前記記憶部に記憶されている場合に当該メッセージに対
応する処理の実行を抑止する制御部と　
　を有する、情報処理装置。
【請求項２】
　前記通信部は、前記他の情報処理装置に入力されたメッセージに対応する処理が正常に
完了した場合に前記通知情報として送信される当該処理の完了の通知を受け、
　前記制御部は、自装置に入力されたメッセージについて前記他の情報処理装置から処理
の完了の通知を受けた場合に当該メッセージに対応する処理の実行を抑止する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記他の情報処理装置は、入力されたメッセージに応じて複数の種類の処理のいずれか
１つを実行し、
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　前記記憶部は、前記複数の種類の処理それぞれについて当該処理が過去に正常に完了し
たときの実行時間に関する統計情報を記憶し、
　前記制御部は、入力されたメッセージに対応する処理の種類及び前記統計情報に基づい
て、前記設定した時間を変える
　請求項１又は２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　コンピュータが、
　情報処理装置に入力されたメッセージについて前記情報処理装置が実行する当該メッセ
ージに対応する処理の状況を示す通知情報を受信し、
　受信した通知情報を前記コンピュータの記憶部に記憶し、
　メッセージが入力されたとき、当該メッセージの入力から設定した時間だけ経過した後
で、当該メッセージに対応する処理の状況を示す通知情報が前記記憶部に記憶されている
か否かを判定し、当該通知情報が前記記憶部に記憶されている場合に当該メッセージに対
応する処理の実行を抑止する
　制御方法。
【請求項５】
　コンピュータに、
　情報処理装置に入力されたメッセージについて前記情報処理装置が実行する当該メッセ
ージに対応する処理の状況を示す通知情報を受信し、
　受信した通知情報を前記コンピュータの記憶部に記憶し、
　メッセージが入力されたとき、当該メッセージの入力から設定した時間だけ経過した後
で、当該メッセージに対応する処理の状況を示す通知情報が前記記憶部に記憶されている
か否かを判定し、当該通知情報が前記記憶部に記憶されている場合に当該メッセージに対
応する処理の実行を抑止する
　処理を実行させる、プログラム。
【請求項６】
　第１及び第２の情報処理装置を含む情報処理システムであって、
　前記第１の情報処理装置は、
　入力されたメッセージに対応する処理を実行し、当該メッセージに対応する処理の状況
を示す通知情報を生成する演算部と、
　前記演算部が生成した通知情報を前記第２の情報処理装置に送信する第１の通信部と、
　を有し、
　前記第２の情報処理装置は、
　前記第１の情報処理装置から通知情報を受信する第２の通信部と、
　前記第２の通信部が受信した通知情報を記憶する記憶部と、
　メッセージが入力されたとき、当該メッセージの入力から設定した時間だけ経過した後
で、当該メッセージに対応する処理の状況を示す通知情報が前記記憶部に記憶されている
か否かを判定し、当該通知情報が前記記憶部に記憶されている場合に当該メッセージに対
応する処理の実行を抑止する制御部と　
　を有する、情報処理システム。
【請求項７】
　前記第１の通信部は、前記演算部が前記第１の情報処理装置に入力されたメッセージに
対応する処理を正常に完了した場合に当該処理の完了を前記第２の情報処理装置に通知し
、
　前記制御部は、前記第２の情報処理装置に入力されたメッセージについて前記第１の情
報処理装置から処理の完了の通知を受けた場合に当該メッセージに対応する処理の実行を
抑止する
　請求項６に記載の情報処理システム。
【請求項８】
　前記演算部は、入力されたメッセージに応じて複数の種類の処理のいずれか１つを実行
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し、
　前記記憶部は、前記複数の種類の処理それぞれについて当該処理が過去に正常に完了し
たときの実行時間に関する統計情報を記憶し、
　前記制御部は、入力されたメッセージに応じた種類の処理を前記第２の情報処理装置が
実行するか否かを決定するとき、前記統計情報に基づいて、前記設定した時間を処理の種
類によって変える
　請求項６又は７に記載の情報処理システム。
【請求項９】
　第１及び第２の情報処理装置を含む情報処理システムにおける制御方法であって、
　前記第１の情報処理装置が、入力されたメッセージに対応する処理を実行し、当該メッ
セージに対応する処理の状況を示す通知情報を生成し、生成した通知情報を前記第２の情
報処理装置に送信し、
　前記第２の情報処理装置が、前記第１の情報処理装置から通知情報を受信し、受信した
通知情報を前記第２の情報処理装置の記憶部に記憶し、メッセージが入力されたとき、当
該メッセージの入力から設定した時間だけ経過した後で、当該メッセージに対応する処理
の状況を示す通知情報が前記記憶部に記憶されているか否かを判定し、当該通知情報が前
記記憶部に記憶されている場合に当該メッセージに対応する処理の実行を抑止する
　制御方法。
【請求項１０】
　コンピュータ及び情報処理装置を含む情報処理システムの前記コンピュータに、
　前記情報処理装置が、入力されたメッセージに対応する処理を実行し、当該メッセージ
に対応する処理の状況を示す通知情報を生成し、生成した通知情報を前記コンピュータに
送信したとき、前記情報処理装置から通知情報を受信し、受信した通知情報を前記コンピ
ュータの記憶部に記憶し、
　メッセージが入力されたとき、当該メッセージの入力から設定した時間だけ経過した後
で、当該メッセージに対応する処理の状況を示す通知情報が前記記憶部に記憶されている
か否かを判定し、当該通知情報が前記記憶部に記憶されている場合に当該メッセージに対
応する処理の実行を抑止する
　処理を実行させる、プログラム。

                                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、制御方法、プログラム、及び情報処理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報処理システムの中には、耐故障性を高めるため、同じ機能を有する（例えば、同じ
ソフトウェアを搭載した）複数の情報処理装置を用意し、１つの情報処理装置に障害が発
生しても他の情報処理装置が情報処理を引き継げるように冗長化されたものがある。現時
点でサービス提供の責任を受けもっている情報処理装置は主系・稼働系・現用系と呼ばれ
ることがあり、他の情報処理装置は従系・待機系・予備系と呼ばれることがある。
【０００３】
　障害発生時に主系の切り替えを迅速に行ってサービス停止時間を短くしたい場合には、
主系の情報処理装置が正常に稼働している間も従系の情報処理装置を立ち上げておくこと
がある。かかる形態の冗長化システムの中には、正常時から従系の情報処理装置が主系の
情報処理装置と同じデータを継続的に取得するようにしたものがある。
【０００４】
　例えば、現用系と予備系の２台の計算機を用いて無線機などの設備の状態を監視する二
重化監視システムが提案されている。この二重化監視システムでは、設備の障害を検出し
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た検出装置が現用系と予備系の両方の計算機に対してアラームデータを送信し、両方の計
算機がそれぞれ統計データを生成する。２台の計算機のうち現用系の計算機によって生成
された統計データが、スイッチによって選択されてプリンタに出力される。
【０００５】
　また、例えば、データベースを備えた稼働系のサーバ計算機と、稼働系と同じ内容のデ
ータベースを備えた待機系のサーバ計算機とを含む、複数サーバ計算機システムが提案さ
れている。この複数サーバ計算機システムでは、端末計算機が稼働系と待機系の両方のサ
ーバ計算機に対してデータベースの更新依頼を送信し、両方のサーバ計算機がそれぞれデ
ータベースを更新する。更新依頼に対するレスポンスは、稼働系と待機系のサーバ計算機
のうち稼働系のサーバ計算機のみが端末計算機に対して送信する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開昭６４－１３６３７号公報
【特許文献２】特開２０００－１４８５６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記のように、正常時から主系と従系の情報処理装置が同じデータを取得する一方、主
系と従系のうち主系の情報処理装置のみがアクション（例えば、プリンタへの出力やレス
ポンスの送信）を行う冗長化システムが考えられる。しかし、かかる形態の冗長化システ
ムでは、障害発生時の主系の切り替えをどのように行えばよいかが問題となる。
【０００８】
　上記の二重化監視システムでは、２台の計算機の外部にあるスイッチが現用系の計算機
の切り替えを行っている。また、上記の複数サーバ計算機システムでは、各サーバ計算機
は自身が稼働系であるか待機系であるかを予め知っていることを前提としている。主系の
切り替えを外部からの指示（例えば、ユーザによる手動での設定変更）に応じて行う場合
には、主系の切り替えが完了するまでの遅延が大きくなるおそれがある。
【０００９】
　また、主系と従系の情報処理装置が同じデータを取得するタイミングは、厳密に一致す
るとは限らない。このため、主系の切り替えにあたっては、障害発生の前後で同じデータ
に対するアクションが二重に実行されないよう制御することが好ましい。すなわち、障害
発生前に主系だった情報処理装置がアクションを実行済みのデータについては、障害発生
後に主系になった情報処理装置がアクションを再び実行しないことが好ましい。
【００１０】
　そこで、１つの側面では、本発明は、アクションを実行する情報処理装置の切り替えを
円滑に行うことができる情報処理装置、制御方法、プログラム、及び情報処理システムを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　１つの側面では、自装置とは異なる他の情報処理装置に入力されたメッセージについて
他の情報処理装置が実行する当該メッセージに対応する処理の状況を示す通知情報を受信
する通信部と、通信部が受信した通知情報を記憶する記憶部と、メッセージが入力された
とき、当該メッセージの入力から設定した時間だけ経過した後で、当該メッセージに対応
する処理の状況を示す通知情報が記憶部に記憶されているか否かを判定し、当該通知情報
が記憶部に記憶されている場合に当該メッセージに対応する処理の実行を抑止する制御部
と、を有する、情報処理装置が提供される。
【発明の効果】
【００１４】
　１つの側面では、アクションを実行する情報処理装置の切り替えを円滑に行うことがで
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きるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１の実施の形態に係る情報処理システムの例を示した図である。
【図２】第２の実施の形態に係る情報処理システムの例を示した図である。
【図３】第２の実施の形態に係る第１情報処理装置のハードウェアの例を示した図である
。
【図４】第２の実施の形態に係る第１情報処理装置の機能を示したブロック図である。
【図５】第２の実施の形態に係る第２情報処理装置の機能を示したブロック図である。
【図６】第２の実施の形態に係る被監視装置の機能を示したブロック図である。
【図７】第２の実施の形態に係る第１及び第２情報処理装置の動作について説明する第１
の図である。
【図８】第２の実施の形態に係る他装置履歴データベースの例を示した図である。
【図９】第２の実施の形態に係る第１及び第２情報処理装置の動作について説明する第２
の図である。
【図１０】第２の実施の形態に係る第１及び第２情報処理装置の動作について説明する第
３の図である。
【図１１】第２の実施の形態に係る第１及び第２情報処理装置の動作について説明する第
４の図である。
【図１２】第２の実施の形態に係る第１及び第２情報処理装置の動作について説明する第
５の図である。
【図１３】第２の実施の形態に係る他装置履歴データベースの更新方法について説明する
フロー図である。
【図１４】第２の実施の形態に係る主系及び従系の装置による復旧時の動作について説明
するシーケンス図である。
【図１５】第２の実施の形態に係る主系の装置の動作について説明するフロー図である。
【図１６】第２の実施の形態に係る従系の装置の動作について説明するフロー図である。
【図１７】第２の実施の形態の一変形例（変形例＃１）に係るポーリング間隔テーブルの
生成に用いる情報の例を示した図である。
【図１８】第２の実施の形態の一変形例（変形例＃１）に係るポーリング間隔テーブルの
更新方法について説明するフロー図である。
【図１９】第２の実施の形態の一変形例（変形例＃２）に係る主系及び従系の装置の動作
について説明する図である。
【図２０】第２の実施の形態の一変形例（変形例＃２）に係るアクション負荷値テーブル
の生成に用いる情報の例を示した図である。
【図２１】第２の実施の形態の一変形例（変形例＃２）に係るアクション負荷値テーブル
の更新方法について説明するフロー図である。
【図２２】第２の実施の形態の一変形例（変形例＃２）に係るアクション切り替え境界値
の更新方法について説明するフロー図である。
【図２３】第２の実施の形態の一変形例（変形例＃２）に係る実行依頼の要否判定方法に
ついて説明する第１のフロー図である。
【図２４】第２の実施の形態の一変形例（変形例＃２）に係る実行依頼の要否判定方法に
ついて説明する第２のフロー図である。
【図２５】第２の実施の形態の一変形例（変形例＃２）に係る従系の装置の動作について
説明するフロー図である。
【図２６】第２の実施の形態の一変形例（変形例＃３）に係る未通知履歴データベースの
例を示した図である。
【図２７】第２の実施の形態の一変形例（変形例＃３）に係る未通知履歴データベースの
更新方法について説明するフロー図である。
【図２８】第２の実施の形態の一変形例（変形例＃３）に係る未通知履歴情報に基づいて
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成功履歴の有無を判断する方法について説明するフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照しながら実施の形態について説明する。
　［第１の実施の形態］
　第１の実施の形態について説明する。
【００１７】
　図１は、第１の実施の形態に係る情報処理システムの例を示した図である。
　情報処理システム１０は、同じデータ１１を取得する第１及び第２の情報処理装置１２
、１６を含む。第１の情報処理装置１２は、演算部１３、及び通信部１４を有する。第２
の情報処理装置１６は、記憶部１７、及び制御部１８を有する。
【００１８】
　演算部１３は、データ１１の取得に応じてアクションを実行する。アクションの例とし
ては、メール通知、音声通知、アプリケーションプログラムの実行、リモートコマンドの
発行、ＳＮＭＰ（Simple Network Management Protocol）トラップの発行、ポップアップ
表示などがある。
【００１９】
　通信部１４は、アクションが正常に完了した場合に、アクションによって処理されたデ
ータを示す履歴情報１５を第２の情報処理装置１６に送信する。記憶部１７は、第１の情
報処理装置１２から受信された履歴情報１５を記憶する。例えば、記憶部１７には、アク
ションの種類、アクションが実行済みであるか、実行中であるかを示す情報、或いは、実
行済みの場合には成功又は失敗を示す情報などが格納される。
【００２０】
　制御部１８は、データ１１を取得したとき、記憶部１７の履歴情報１５の格納状況に基
づいて、第２の情報処理装置１６がアクションの実行を抑止するか、第１の情報処理装置
１２に代わって第２の情報処理装置１６がアクションを実行するかを決定する。例えば、
制御部１８は、データ１１に対応する履歴情報１５が記憶部１７に格納されている場合に
アクションの実行を抑止することを決定する。一方、データ１１に対応する履歴情報１５
が記憶部１７に格納されていない場合、制御部１８は、第２の情報処理装置１６がアクシ
ョンを実行することを決定する。
【００２１】
　以上、第１の実施の形態について説明した。
　［第２の実施の形態］
　第２の実施の形態について説明する。
【００２２】
　（情報処理システムについて）
　まず、第２の実施の形態に係る情報処理システムについて説明する。図２は、第２の実
施の形態に係る情報処理システムの例を示した図である。
【００２３】
　図２に示すように、第２の実施の形態に係る情報処理システム１００は、互いに接続さ
れた第１情報処理装置１１０及び第２情報処理装置１３０を含む。第１情報処理装置１１
０及び第２情報処理装置１３０は、ネットワーク９４を介して被監視装置２１０、２２０
及び端末装置３００に接続されている。なお、図２の例では、監視対象となる装置の一例
として２台の被監視装置２１０、２２０を明示しているが、監視対象となる装置の数は１
台であってもよいし、３台以上であってもよい。
【００２４】
　（被監視装置２１０、２２０）
　被監視装置２１０でイベントが発生した場合、被監視装置２１０は、第１情報処理装置
１１０及び第２情報処理装置１３０に対してイベントの種類及びその内容を含むメッセー
ジを送信する。このとき、被監視装置２１０は、イベント発生日時及び発生したイベント
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を個々に識別するためのイベントＩＤをさらにメッセージに含めて第１情報処理装置１１
０及び第２情報処理装置１３０に送信する。イベントＩＤは、例えば、イベントの発生順
に個々の被監視装置によりイベント毎に付与される番号である。
【００２５】
　イベントの種類は、被監視装置２１０の種類や被監視装置２１０で動作するソフトウェ
アの種類などに依存する。例えば、被監視装置２１０がアプリケーションサーバの場合、
被監視装置２１０で実行中のアプリケーションソフトウェアによる警告やエラーの出力な
どがイベントとなる。被監視装置２１０がジョブサーバの場合、ジョブの実行失敗やジョ
ブの実行完了などがイベントとなる。その他にも、ネットワークの切断やメモリへのデー
タ書き込みエラーなどがイベントとなる。
【００２６】
　なお、被監視装置２１０は、イベントの発生時だけでなく、イベントログから抽出した
情報をメッセージとして定期的に第１情報処理装置１１０及び第２情報処理装置１３０へ
送信してもよい。例えば、被監視装置２１０は、オペレーティングシステムの稼働状況を
記録するシステムログ、アプリケーションソフトウェアの稼働状況を記録するアプリケー
ションログ、ログオンの結果などを記録するセキュリティログの情報を送信してもよい。
【００２７】
　上記のように、被監視装置２１０は、イベントが発生した場合に、そのイベントに関す
るメッセージを第１情報処理装置１１０及び第２情報処理装置１３０に送信する。但し、
第１情報処理装置１１０又は第２情報処理装置１３０でメッセージが正常に受信されなか
った場合、被監視装置２１０は、そのメッセージを未通知メッセージとして保持する。
【００２８】
　例えば、何らかのトラブルにより第１情報処理装置１１０が停止している場合、被監視
装置２１０がメッセージを送信しても、第１情報処理装置１１０から受信完了を示す確認
応答が得られない。この場合、被監視装置２１０は、第１情報処理装置１１０により正常
に受信されなかったメッセージを第１情報処理装置１１０に対する未通知メッセージとし
て保持する。なお、被監視装置２２０についても同様である。
【００２９】
　（第１情報処理装置１１０、第２情報処理装置１３０）
　被監視装置２１０、２２０から送信されたメッセージを受信した場合、第１情報処理装
置１１０又は第２情報処理装置１３０は、受信したメッセージの種類に対応するアクショ
ンを実行する。アクションの例としては、メール通知、音声通知、アプリケーションプロ
グラムの実行、リモートコマンドの発行、ＳＮＭＰトラップの発行、ポップアップ表示な
どがある。これらのアクション種別は、イベントの種別に対応付けられている。例えば、
Disk Errorに対してメール通知、Application Warningに対して音声通知、Application E
rrorに対してメール通知及び音声通知が対応付けられている。
【００３０】
　メール通知は、電子メールを用いて端末装置３００を利用するユーザにイベントの発生
及びその内容を通知するアクションである。音声通知は、イベントの発生及びその内容を
音声で通知するための音声データを端末装置３００に送信してユーザに音声で情報を通知
するアクションである。ポップアップ表示は、イベントの発生及びその内容を記載したポ
ップアップウィンドウを端末装置３００の画面上に表示させるアクションである。その他
のアクションも、端末装置３００を利用するユーザにイベントの発生及びその内容の通知
、或いは、イベントへの対処方法や対処結果などを通知するものである。
【００３１】
　１つのメッセージに対するアクションは、第１情報処理装置１１０又は第２情報処理装
置１３０のいずれかで実行される。第１情報処理装置１１０及び第２情報処理装置１３０
には、それぞれ、メッセージに対するアクションを優先的に実行する「主系」又はアクシ
ョンを優先的には実行せず待機する「従系」という属性が設定される。第１情報処理装置
１１０が「主系」であり、第２情報処理装置１３０が「従系」である場合、第１情報処理
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装置１１０がメッセージに対するアクションを主に実行する。
【００３２】
　但し、何らかのトラブルが生じて第１情報処理装置１１０が停止している場合、第２情
報処理装置１３０がメッセージに対するアクションを実行する。さらに、第２情報処理装
置１３０は、自身の属性を「従系」から「主系」に切り替える。その後、第１情報処理装
置１１０が復旧した場合、第１情報処理装置１１０は、自身の属性を「主系」から「従系
」に切り替え、「従系」として動作する。このように、第１情報処理装置１１０及び第２
情報処理装置１３０は、互いに状態を監視し、相手の状態に応じて自身の属性を切り替え
る。
【００３３】
　以上、第２の実施の形態に係る情報処理システムの例について説明した。なお、図２の
例では、第１情報処理装置１１０と第２情報処理装置１３０とが直接接続されているが、
両者がネットワーク９４を介する経路のみで接続されていてもよい。但し、以下では、第
１情報処理装置１１０と第２情報処理装置１３０とが直接接続されているものとして説明
を進める。
【００３４】
　（第１情報処理装置のハードウェアについて）
　次に、第２の実施の形態に係る第１情報処理装置のハードウェアの例について説明する
。図３は、第２の実施の形態に係る第１情報処理装置のハードウェアの例を示した図であ
る。
【００３５】
　図３に示すように、第１情報処理装置１１０は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing
 Unit）９０１、ＲＡＭ（Random Access Memory）９０２、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）９
０３、画像信号処理部９０４、入力信号処理部９０５、ディスクドライブ９０６、及び通
信インターフェース９０７ａ、９０７ｂを有する。
【００３６】
　ＣＰＵ９０１は、プログラムに記述された命令を実行する演算器を含むプロセッサであ
る。ＣＰＵ９０１は、ＨＤＤ９０３に記憶されているプログラムやデータの少なくとも一
部をＲＡＭ９０２にロードし、プログラムに記述された命令を実行する。なお、ＣＰＵ９
０１は、複数のプロセッサコアを含んでいてもよい。また、第１情報処理装置１１０は、
複数のＣＰＵ９０１を搭載していてもよい。この場合、第１情報処理装置１１０は、処理
を並列実行することができる。
【００３７】
　ＲＡＭ９０２は、ＣＰＵ９０１が実行するプログラムや、処理に用いられるデータを一
時的に記憶するための揮発性メモリである。なお、第１情報処理装置１１０は、ＲＡＭ９
０２とは異なる種類のメモリを有していてもよい。また、第１情報処理装置１１０は、複
数のメモリを備えていてもよい。
【００３８】
　ＨＤＤ９０３は、Operating System（ＯＳ）、ファームウェア、或いは、アプリケーシ
ョンソフトウェアなどのプログラムや、処理に用いられるデータなどを記憶する不揮発性
記憶装置の一例である。なお、第１情報処理装置１１０は、フラッシュメモリやSolid St
ate Drive（ＳＳＤ）など、ＨＤＤ９０３とは異なる種類の記憶装置を有していてもよい
。また、第１情報処理装置１１０は、複数の記憶装置を有していてもよい。
【００３９】
　画像信号処理部９０４は、ＣＰＵ９０１による制御を受け、第１情報処理装置１１０に
接続された表示装置９１に画像を出力する。表示装置９１は、例えば、Cathode Ray Tube
（ＣＲＴ）ディスプレイ、Liquid Crystal Display（ＬＣＤ）、Plasma Display Panel（
ＰＤＰ）、Organic Electro-Luminescence Display（ＯＥＬＤ）などの表示デバイスであ
る。
【００４０】
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　入力信号処理部９０５は、第１情報処理装置１１０に接続された入力デバイス９２から
入力信号を取得し、ＣＰＵ９０１に通知する。入力デバイス９２としては、例えば、マウ
ス、キーボード、タッチパネル、タッチパッド、トラックボール、リモートコントローラ
、ボタンスイッチなどを用いることができる。
【００４１】
　ディスクドライブ９０６は、記録媒体９３に記録されたプログラムやデータを読み取る
読み取り装置である。記録媒体９３としては、例えば、Flexible Disk（ＦＤ）、ＨＤＤ
などの磁気ディスク、Compact Disc（ＣＤ）やDigital Versatile Disc（ＤＶＤ）などの
光ディスク、Magneto-Optical disk（ＭＯ）などの光磁気ディスクを用いることができる
。ディスクドライブ９０６は、例えば、ＣＰＵ９０１による制御を受け、記録媒体９３か
ら読み取ったプログラムやデータをＲＡＭ９０２又はＨＤＤ９０３に格納する。
【００４２】
　通信インターフェース９０７ａは、ネットワーク９４を介して他のコンピュータと通信
を行うためのインターフェースである。通信インターフェース９０７ｂは、第２情報処理
装置１３０との間で通信を行うためのインターフェースである。通信インターフェース９
０７ａ、９０７ｂは、有線インターフェースであってもよいし、無線インターフェースで
あってもよい。
【００４３】
　以上、第２の実施の形態に係る第１情報処理装置のハードウェアの例について説明した
。なお、第２情報処理装置１３０の機能、被監視装置２１０、２２０の機能、及び端末装
置３００の機能は、第１情報処理装置１１０と同じハードウェアを用いて実現できる。但
し、被監視装置２１０、２２０、及び端末装置３００の場合、通信インターフェース９０
７ｂが省略される。
【００４４】
　（第１情報処理装置の機能について）
　次に、第２の実施の形態に係る第１情報処理装置の機能について説明する。図４は、第
２の実施の形態に係る第１情報処理装置の機能を示したブロック図である。
【００４５】
　図４に示すように、第１情報処理装置１１０は、第１通信部１１１と、イベント監視部
１１２と、第２通信部１１３と、アクション実行部１１４と、第１記憶部１１５と、第２
記憶部１１６と、第３記憶部１１７と、制御部１１８とを有する。
【００４６】
　なお、イベント監視部１１２、アクション実行部１１４、及び制御部１１８は、ＣＰＵ
９０１が実行するプログラムのモジュールとして実現できる。但し、イベント監視部１１
２、アクション実行部１１４、及び制御部１１８が有する機能の一部又は全部をソフトウ
ェアではなく電子回路として実現することも可能である。
【００４７】
　第１記憶部１１５、第２記憶部１１６、及び第３記憶部１１７は、ＲＡＭ９０２やＨＤ
Ｄ９０３に確保された記憶領域である。第１通信部１１１の機能は、通信インターフェー
ス９０７ａを用いて実現することができる。第２通信部１１３の機能は、通信インターフ
ェース９０７ｂを用いて実現することができる。
【００４８】
　（第１通信部１１１）
　第１通信部１１１は、ネットワーク９４を介して被監視装置２１０、２２０及び端末装
置３００と通信するための通信手段である。例えば、第１通信部１１１は、被監視装置２
１０が送信したメッセージを受信する。そして、第１通信部１１１は、受信したメッセー
ジをイベント監視部１１２に入力する。また、第１通信部１１１は、アクションの実行に
関する情報を端末装置３００に送信する際に利用される。例えば、第１通信部１１１は、
電子メールのデータや音声データなどを端末装置３００に送信する際に利用される。
【００４９】
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　（イベント監視部１１２）
　イベント監視部１１２は、第１通信部１１１から入力されたメッセージのうち、アクシ
ョンの実行を要するイベントに対応するメッセージを抽出する。なお、アクションとイベ
ントの種類との対応関係は予め設定されているものとする。また、イベント監視部１１２
は、アクションとイベントの種類との対応関係を示す情報（以下、フィルタリング情報）
を参照できるものとする。イベント監視部１１２は、メッセージからイベントの種類を示
す情報を抽出し、フィルタリング情報と照合してアクションの実行を要するイベントに対
応するメッセージを抽出する。イベント監視部１１２により抽出されたメッセージは、制
御部１１８に入力される。
【００５０】
　（第２通信部１１３）
　第２通信部１１３は、第２情報処理装置１３０と直接通信するための通信手段である。
例えば、第２通信部１１３は、第１情報処理装置１１０によるアクションの実行状況（実
行開始、実行終了）や実行結果（成功、失敗）などの情報を第２情報処理装置１３０に対
して送信する際に利用される。また、第２通信部１１３は、第１情報処理装置１１０の属
性（「主系」又は「従系」）を示す情報（以下、属性情報）を第２情報処理装置１３０に
対して送信する際に利用される。また、第２通信部１１３は、第２情報処理装置１３０か
らアクションの実行状況や実行結果などの情報、或いは、属性情報を受信する際に利用さ
れる。
【００５１】
　（アクション実行部１１４）
　アクション実行部１１４は、後述する制御部１１８による制御を受けてアクションを実
行する。例えば、メール通知を行う場合、アクション実行部１１４は、第１通信部１１１
を利用して端末装置３００に電子メールのデータを送信する。音声通知を行う場合、アク
ション実行部１１４は、第１通信部１１１を利用して端末装置３００に音声データを送信
する。その他にも、アクション実行部１１４は、アプリケーションプログラムの実行、リ
モートコマンドの発行、ＳＮＭＰトラップの発行、及びポップアップ表示などのアクショ
ンを実行する。
【００５２】
　（第１記憶部１１５）
　第１記憶部１１５は、他装置履歴データベース１１５ａを格納している。他装置履歴デ
ータベース１１５ａには、第２情報処理装置１３０が実行したアクションの実行履歴に関
する情報（以下、第２実行履歴情報）が格納される。例えば、他装置履歴データベース１
１５ａには、アクションに対応するイベントのイベント発生日時、イベントＩＤ、イベン
トが発生した装置の装置名（以下、発生元装置名）、アクションの種類（以下、アクショ
ン種別）、及び実行状態を示す情報（以下、状態情報）が対応付けて格納される。状態情
報は、例えば、アクションが実行済みであるか、実行中であるかを示す情報、及び、実行
済みの場合には成功又は失敗を示す情報を含む。
【００５３】
　（第２記憶部１１６）
　第２記憶部１１６は、未通知履歴データベース１１６ａを格納している。未通知履歴デ
ータベース１１６ａには、アクション実行部１１４が実行したアクションの実行履歴に関
する情報（以下、第１実行履歴情報）のうち、第２情報処理装置１３０に通知できなかっ
た情報（以下、第１未通知履歴情報）が格納される。例えば、未通知履歴データベース１
１６ａには、アクションに対応するイベントのイベント発生日時、イベントＩＤ、発生元
装置名、アクション種別、及び状態情報が対応付けて格納される。
【００５４】
　（第３記憶部１１７）
　第３記憶部１１７には、第１情報処理装置１１０の属性情報、フィルタリング情報、被
監視装置２１０、２２０や端末装置３００を特定するための情報（例えば、ホスト名やＩ
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Ｐアドレスなど）、及びアプリケーションプログラムなどが格納される。さらに、第３記
憶部１１７には、第２実行履歴情報のうち、第１情報処理装置１１０に通知できずに第２
情報処理装置１３０が保持していた情報（以下、第２未通知履歴情報）が格納される。
【００５５】
　（制御部１１８）
　制御部１１８は、履歴更新部１１８ａ、及び属性管理部１１８ｂを含む。履歴更新部１
１８ａは、第２通信部１１３を介して第２情報処理装置１３０から第２実行履歴情報を受
信した場合、受信した第２実行履歴情報を第１記憶部１１５の他装置履歴データベース１
１５ａに格納する。
【００５６】
　属性管理部１１８ｂは、イベント監視部１１２からメッセージが入力された場合、第１
情報処理装置１１０の属性を確認する。また、属性管理部１１８ｂは、第１情報処理装置
１１０及び第２情報処理装置１３０の状態に応じて属性情報を更新する。さらに、属性管
理部１１８ｂは、第２情報処理装置１３０に通知できなかった第１実行履歴情報が生じた
場合、第１未通知履歴情報を第２記憶部１１６の未通知履歴データベース１１６ａに格納
する。
【００５７】
　なお、第１情報処理装置１１０の属性が「主系」の場合、制御部１１８は、下記（１）
のように機能する。一方、第１情報処理装置１１０の属性が「従系」の場合、制御部１１
８は、下記（２）のように機能する。
【００５８】
　（１）第１情報処理装置１１０が「主系」の場合
　第１情報処理装置１１０が「主系」の場合における制御部１１８の機能について説明す
る。なお、以下では、第１情報処理装置１１０が正常動作している場合（復旧時ではない
場合）と、何らかの事情により動作停止など（以下、単に障害と言う。）が発生した状態
から復旧した場合（復旧時）とに分けて説明する。
【００５９】
　（１－１）第１情報処理装置１１０が正常動作している場合
　属性管理部１１８ｂは、イベント監視部１１２から入力されたメッセージと同じメッセ
ージに対応する情報（イベントＩＤ及び発生元装置名）が他装置履歴データベース１１５
ａに格納されているか否かを確認する。つまり、属性管理部１１８ｂは、同じメッセージ
に対応するアクションが既に第２情報処理装置１３０で実行されたか否かを確認する。
【００６０】
　第１情報処理装置１１０が「主系」として正常動作している場合、通常、他装置履歴デ
ータベース１１５ａには同じメッセージに対応する情報が格納されていないため、属性管
理部１１８ｂは、アクションを実行させる動作に移る。但し、後述する変形例のように、
「主系」が実行すべき一部のアクションを「従系」が実行する場合、他装置履歴データベ
ース１１５ａには同じメッセージに対応する情報が格納されることがある。こうした変形
例については後述する。
【００６１】
　属性管理部１１８ｂは、フィルタリング情報を参照し、イベント監視部１１２から入力
されたメッセージが示すイベント種別に対応するアクションをアクション実行部１１４に
実行させる。アクション実行部１１４にアクションの実行を開始させる際、属性管理部１
１８ｂは、第２通信部１１３を利用してアクションの実行開始を示す情報（以下、開始通
知）を第２情報処理装置１３０に送信する。さらに、アクション実行部１１４によるアク
ションの実行が終了した際、属性管理部１１８ｂは、第２通信部１１３を利用してアクシ
ョンの実行終了及びその成否を示す情報（以下、終了通知）を第２情報処理装置１３０に
送信する。
【００６２】
　但し、第２情報処理装置１３０が開始通知を受信できなかった場合、属性管理部１１８
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ｂは、未通知履歴データベース１１６ａにイベント発生日時、発生元装置名、アクション
種別、及び状態情報（第１未通知履歴情報）を格納する。例えば、開始通知の送信に対す
るＡＣＫ（ACKnowledgement）が第２情報処理装置１３０から得られない場合、属性管理
部１１８ｂは、未通知履歴データベース１１６ａに第１未通知履歴情報を格納する。この
場合、属性管理部１１８ｂは、アクション実行部１１４によるアクションの実行が終了し
ても終了通知を第２情報処理装置１３０に送信しない。
【００６３】
　なお、属性管理部１１８ｂは、アクションの実行開始から実行終了までの間、未通知履
歴データベース１１６ａに格納する状態情報を「実行中」とする。アクションの実行が終
了した際、属性管理部１１８ｂは、未通知履歴データベース１１６ａに格納した状態情報
を「実行済」に更新する。さらに、属性管理部１１８ｂは、アクションの実行結果（成功
、失敗）を状態情報に付加する。なお、アクションの実行が失敗した場合、属性管理部１
１８ｂは、同じアクションをアクション実行部１１４に再び実行させる。
【００６４】
　１つのアクションの実行が終了した後、属性管理部１１８ｂは、フィルタリング情報を
参照し、同じイベント種別に対応する他のアクションが存在するか否かを確認する。同じ
イベント種別に他のアクションが対応付けられている場合、属性管理部１１８ｂは、他の
アクションをアクション実行部１１４に実行させる。この場合、属性管理部１１８ｂは、
他のアクションの実行開始を通知する開始通知を第２情報処理装置１３０に送信しない。
そして、属性管理部１１８ｂは、未通知履歴データベース１１６ａに第１未通知履歴情報
を格納する。さらに、他のアクションの実行が終了した場合も、属性管理部１１８ｂは、
終了通知を第２情報処理装置１３０に送信しない。そして、属性管理部１１８ｂは、未通
知履歴データベース１１６ａの状態情報を更新する。
【００６５】
　（１－２）第１情報処理装置１１０の復旧時
　第１情報処理装置１１０が「主系」の場合に、第１情報処理装置１１０で障害が発生す
ると、第２情報処理装置１３０が「主系」となってアクションを実行する場合がある。こ
の場合、制御部１１８は、第１情報処理装置１１０の復旧時に次のような処理を実行する
。なお、制御部１１８は、例えば、電源の投入、オペレーティングシステムやアプリケー
ションソフトウェアの起動、ネットワーク機能の回復、或いは、ユーザ（端末装置３００
）による明示的な通知を検知することで復旧時であると判断できる。
【００６６】
　復旧時であると判断した場合、属性管理部１１８ｂは、第２通信部１１３を利用して、
第２情報処理装置１３０が保持する属性情報及び第２未通知履歴情報を第２情報処理装置
１３０に要求する。そして、属性管理部１１８ｂは、第２通信部１１３を利用して、第２
情報処理装置１３０から送信された属性情報及び第２未通知履歴情報を受信する。属性管
理部１１８ｂは、受信した第２未通知履歴情報を第３記憶部１１７に格納する。また、属
性管理部１１８ｂは、受信した属性情報を参照して第２情報処理装置１３０の属性を確認
する。
【００６７】
　障害の発生時から復旧時までの間に第１情報処理装置１１０及び第２情報処理装置１３
０へメッセージが送信され、第２情報処理装置１３０の属性が「主系」へと変更されてい
る場合、属性管理部１１８ｂは、第３記憶部１１７に格納された属性情報を更新する。つ
まり、属性管理部１１８ｂは、第１情報処理装置１１０の属性を「主系」から「従系」へ
と変更する。なお、障害の発生時から復旧時までの間に第１情報処理装置１１０及び第２
情報処理装置１３０へメッセージが送信されず、第２情報処理装置１３０の属性が変更さ
れていない場合、属性管理部１１８ｂは、属性を変更せずに動作を再開する。
【００６８】
　障害の発生時から復旧時までの間に被監視装置２１０から第１情報処理装置１１０へメ
ッセージが送信された場合、第１情報処理装置１１０により正常に受信されなかったメッ
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セージは、未通知メッセージとして被監視装置２１０により保持される。被監視装置２１
０は、定期的に第１情報処理装置１１０の状態を確認し、第１情報処理装置１１０の復旧
時に、保持していた未通知メッセージを再送する。属性管理部１１８ｂは、被監視装置２
１０から送信された未通知メッセージを第１通信部１１１及びイベント監視部１１２を介
して受信し、未通知メッセージの処理を実行する。
【００６９】
　属性管理部１１８ｂは、未通知メッセージが示すイベントと同じイベントの情報（イベ
ントＩＤ及び発生元装置名）が第３記憶部１１７に格納した第２未通知履歴情報に含まれ
ているか否かを確認する。つまり、属性管理部１１８ｂは、同じイベントに対するアクシ
ョンが既に第２情報処理装置１３０で実行されたか否かを確認する。
【００７０】
　受信した未通知メッセージが示すイベントと同じイベントの情報が第２未通知履歴情報
に含まれている場合、属性管理部１１８ｂは、その未通知メッセージが示すイベントに対
応するアクションの実行を抑止する（そのアクションを実行しないことにする。）。一方
、受信した未通知メッセージが示すイベントと同じイベントの情報が第２未通知履歴情報
に含まれていない場合、属性管理部１１８ｂは、その未通知メッセージが示すイベントに
対応するアクションをアクション実行部１１４に実行させる。
【００７１】
　未通知メッセージが複数存在する場合、属性管理部１１８ｂは、被監視装置２１０から
順次未通知メッセージを受信し、受信した未通知メッセージが示すイベントと同じイベン
トの情報が第２未通知履歴情報に含まれているか否かを確認する。そして、属性管理部１
１８ｂは、上記と同様に、確認結果に応じて未通知メッセージを処理（アクションの実行
又は抑止）する。全ての未通知メッセージに対して処理が完了すると、制御部１１８は、
下記（２）に示す第１情報処理装置１１０が「従系」の場合の動作に移る。
【００７２】
　（２）第１情報処理装置１１０が「従系」の場合
　第１情報処理装置１１０が「従系」の場合における制御部１１８の機能について説明す
る。なお、以下では、第１情報処理装置１１０が正常動作している場合（復旧時ではない
場合）と、何らかの事情により障害が発生した状態から復旧した場合（復旧時）とに分け
て説明する。
【００７３】
　（２－１）第１情報処理装置１１０が正常動作している場合
　イベント監視部１１２からメッセージが入力された場合、属性管理部１１８ｂは、メッ
セージの入力から所定の時間だけ待機する。第２通信部１１３を介して開始通知を受信し
た場合、履歴更新部１１８ａは、他装置履歴データベース１１５ａに第１実行履歴情報を
格納する。このとき、履歴更新部１１８ａは、状態情報を「実行中」にする。また、第２
通信部１１３を介して終了通知を受信した場合、履歴更新部１１８ａは、状態情報を「実
行済」に更新し、その状態情報に実行結果（成功又は失敗）を付与する。
【００７４】
　属性管理部１１８ｂは、他装置履歴データベース１１５ａを参照し、メッセージの入力
から所定の時間が経過するまでに、アクションの実行が成功していることが確認できた場
合、そのメッセージに対応するアクションの実行を抑止する。なお、所定の時間は、予め
設定されていてもよいし、後述する変形例のように所定のタイミングで更新されるように
してもよい。また、所定の時間は、アクション種別毎に設定されていてもよい。
【００７５】
　一方、メッセージの入力から所定の時間が経過するまでに、アクションの実行が成功し
たことを確認できない場合、属性管理部１１８ｂは、そのアクションをアクション実行部
１１４に実行させる。この場合、属性管理部１１８ｂは、第２通信部１１３を利用して、
アクションの実行開始時及び実行終了時にそれぞれ開始通知及び終了通知を第２情報処理
装置１３０へと送信する。さらに、属性管理部１１８ｂは、第３記憶部１１７に格納され
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た属性情報を変更する。つまり、属性管理部１１８ｂは、第１情報処理装置１１０の属性
を「従系」から「主系」に変更する。
【００７６】
　但し、第２情報処理装置１３０が開始通知を受信できなかった場合、属性管理部１１８
ｂは、未通知履歴データベース１１６ａにイベント発生日時、発生元装置名、アクション
種別、及び状態情報（第１未通知履歴情報）を格納する。この場合、属性管理部１１８ｂ
は、アクション実行部１１４によるアクションの実行が終了しても終了通知を第２情報処
理装置１３０に送信しない。
【００７７】
　なお、属性管理部１１８ｂは、アクションの実行開始から実行終了までの間、未通知履
歴データベース１１６ａに格納する状態情報を「実行中」とする。アクションの実行が終
了した際、属性管理部１１８ｂは、未通知履歴データベース１１６ａに格納した状態情報
を「実行済」に更新する。さらに、属性管理部１１８ｂは、アクションの実行結果（成功
、失敗）を状態情報に付加する。なお、アクションの実行が失敗した場合、属性管理部１
１８ｂは、同じアクションをアクション実行部１１４に再び実行させる。
【００７８】
　１つのアクションの実行が終了した後、属性管理部１１８ｂは、フィルタリング情報を
参照し、同じイベント種別に対応する他のアクションが存在するか否かを確認する。同じ
イベント種別に他のアクションが対応付けられている場合、属性管理部１１８ｂは、他の
アクションをアクション実行部１１４に実行させる。この場合、属性管理部１１８ｂは、
他のアクションの実行開始を通知する開始通知を第２情報処理装置１３０に送信しない。
そして、属性管理部１１８ｂは、未通知履歴データベース１１６ａに第１未通知履歴情報
を格納する。他のアクションの実行が終了した場合、属性管理部１１８ｂは、終了通知を
第２情報処理装置１３０に送信しない。そして、属性管理部１１８ｂは、未通知履歴デー
タベース１１６ａの状態情報を更新する。
【００７９】
　（２－２）第１情報処理装置１１０の復旧時
　第１情報処理装置１１０が「従系」の場合、第１情報処理装置１１０で障害が発生して
も、第２情報処理装置１３０が「主系」としてアクションの実行を継続する。従って、第
２情報処理装置１３０の属性は変更されない。
【００８０】
　第１情報処理装置１１０が復旧した場合、属性管理部１１８ｂは、第２通信部１１３を
利用して、第２情報処理装置１３０が保持する第２未通知履歴情報を第２情報処理装置１
３０に要求する。そして、属性管理部１１８ｂは、第２通信部１１３を利用して、第２情
報処理装置１３０から送信された第２未通知履歴情報を受信する。属性管理部１１８ｂは
、第２情報処理装置１３０から受信した第２未通知履歴情報を第３記憶部１１７に格納す
る。
【００８１】
　障害の発生時から復旧時までの間に被監視装置２１０から第１情報処理装置１１０へメ
ッセージが送信された場合、第１情報処理装置１１０により正常に受信されなかったメッ
セージは、未通知メッセージとして被監視装置２１０により保持される。第１情報処理装
置１１０の復旧時に、属性管理部１１８ｂは、被監視装置２１０から送信された未通知メ
ッセージを第１通信部１１１及びイベント監視部１１２を介して受信し、未通知メッセー
ジの処理を実行する。
【００８２】
　属性管理部１１８ｂは、未通知メッセージが示すイベントと同じイベントの情報（イベ
ントＩＤ及び発生元装置名）が第３記憶部１１７に格納した第２未通知履歴情報に含まれ
ているか否かを確認する。つまり、属性管理部１１８ｂは、同じイベントに対するアクシ
ョンが既に第２情報処理装置１３０で実行されたか否かを確認する。
【００８３】
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　通常、受信した未通知メッセージが示すイベントと同じイベントの情報が第２未通知履
歴情報に含まれているため、属性管理部１１８ｂは、その未通知メッセージに対応するア
クションの実行を抑止する。しかし、受信した未通知メッセージが示すイベントと同じイ
ベントの情報が第２未通知履歴情報に含まれていない場合、属性管理部１１８ｂは、その
イベントに対するアクションをアクション実行部１１４に実行させる。
【００８４】
　複数の未通知メッセージが存在する場合、属性管理部１１８ｂは、被監視装置２１０か
ら順次未通知メッセージを受信し、受信した未通知メッセージが示すイベントと同じイベ
ントの情報が第２未通知履歴情報に含まれているか否かを確認する。そして、属性管理部
１１８ｂは、上記と同様に、確認結果に応じて未通知メッセージを処理（アクションの実
行又は抑止）する。全ての未通知メッセージに対する処理が完了すると、制御部１１８は
、上記（２－１）に示す第１情報処理装置１１０が正常動作している場合の動作に移る。
【００８５】
　以上、第２の実施の形態に係る第１情報処理装置の機能について説明した。
　（第２情報処理装置の機能について）
　次に、第２の実施の形態に係る第２情報処理装置の機能について説明する。図５は、第
２の実施の形態に係る第２情報処理装置の機能を示したブロック図である。
【００８６】
　図５に示すように、第２情報処理装置１３０は、第１通信部１３１と、イベント監視部
１３２と、第２通信部１３３と、アクション実行部１３４と、第１記憶部１３５と、第２
記憶部１３６と、第３記憶部１３７と、制御部１３８とを有する。
【００８７】
　なお、イベント監視部１３２、アクション実行部１３４、及び制御部１３８は、ＣＰＵ
９０１が実行するプログラムのモジュールとして実現できる。但し、イベント監視部１３
２、アクション実行部１３４、及び制御部１３８が有する機能の一部又は全部をソフトウ
ェアではなく電子回路として実現することも可能である。
【００８８】
　第１記憶部１３５、第２記憶部１３６、及び第３記憶部１３７は、ＲＡＭ９０２やＨＤ
Ｄ９０３に確保された記憶領域である。第１通信部１３１の機能は、通信インターフェー
ス９０７ａを用いて実現することができる。第２通信部１３３の機能は、通信インターフ
ェース９０７ｂを用いて実現することができる。
【００８９】
　図５に示した第２情報処理装置１３０の機能は、図４に示した第１情報処理装置１１０
の機能と同じである。上述した第１通信部１１１、イベント監視部１１２、第２通信部１
１３、及びアクション実行部１１４の機能が、それぞれ第１通信部１３１、イベント監視
部１３２、第２通信部１３３、及びアクション実行部１３４の機能に対応する。
【００９０】
　さらに、上述した第１記憶部１１５、第２記憶部１１６、第３記憶部１１７、及び制御
部１１８の機能が、それぞれ第１記憶部１３５、第２記憶部１３６、第３記憶部１３７、
及び制御部１３８の機能に対応する。従って、第２情報処理装置１３０の機能については
詳細な説明を省略する。
【００９１】
　以上、第２の実施の形態に係る第２情報処理装置の機能について説明した。
　（被監視装置の機能について）
　次に、第２の実施の形態に係る被監視装置の機能について説明する。図６は、第２の実
施の形態に係る被監視装置の機能を示したブロック図である。なお、ここでは一例として
被監視装置２１０の機能について説明するが、被監視装置２２０など、情報処理システム
１００が監視する他の被監視装置についても同様である。
【００９２】
　図６に示すように、被監視装置２１０は、記憶部２１１と、演算処理部２１２と、イベ
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ント監視部２１３と、通信部２１４とを有する。
　なお、記憶部２１１は、ＲＡＭ９０２やＨＤＤ９０３に確保された記憶領域である。演
算処理部２１２及びイベント監視部２１３は、ＣＰＵ９０１が実行するプログラムのモジ
ュールとして実現できる。但し、演算処理部２１２及びイベント監視部２１３が有する機
能の一部又は全部をソフトウェアではなく電子回路として実現することも可能である。通
信部２１４の機能は、通信インターフェース９０７ａを用いて実現することができる。
【００９３】
　記憶部２１１には、各種のイベントログが格納される。さらに、記憶部２１１には、第
１情報処理装置１１０又は第２情報処理装置１３０により正常に受信されなかったメッセ
ージ（未通知メッセージ）が格納される。なお、記憶部２１１は、任意のデータ書き込み
に失敗した場合、書き込みエラーをイベント監視部２１３に通知する。
【００９４】
　演算処理部２１２は、オペレーティングシステムやアプリケーションソフトウェアなど
の動作に関する処理を実行する。さらに、演算処理部２１２は、オペレーティングシステ
ムの稼働状況を記録するシステムログ、アプリケーションソフトウェアの稼働状況を記録
するアプリケーションログ、ログオンの結果などを記録するセキュリティログの情報を記
憶部２１１に格納する。また、演算処理部２１２は、処理の実行中に発生したエラーをイ
ベント監視部２１３に通知する。
【００９５】
　通信部２１４は、ネットワーク９４に接続された機器と通信する通信手段である。例え
ば、通信部２１４は、ネットワーク９４を介して第１情報処理装置１１０及び第２情報処
理装置１３０にメッセージを送信する。また、通信部２１４は、ネットワークの切断や大
量のパケットロスなどが発生した場合にエラーなどをイベント監視部２１３に通知する。
【００９６】
　イベント監視部２１３は、記憶部２１１、演算処理部２１２、及び通信部２１４で検出
されるエラーなどのイベントを監視し、イベントの発生に応じて第１情報処理装置１１０
及び第２情報処理装置１３０にメッセージを送信する。このとき、イベント監視部２１３
は、イベント発生日時及びイベントＩＤをメッセージに含めて送信する。なお、イベント
監視部２１３は、記憶部２１１に格納されたイベントログを定期的に読み出して第１情報
処理装置１１０及び第２情報処理装置１３０に送信してもよい。
【００９７】
　また、第１情報処理装置１１０又は第２情報処理装置１３０が正常にメッセージを受信
できなかった場合（例えば、ＡＣＫが返ってこない場合）、イベント監視部２１３は、そ
のメッセージを未通知メッセージとして記憶部２１１に格納する。このとき、イベント監
視部２１３は、メッセージを受信できなかった第１情報処理装置１１０又は第２情報処理
装置１３０を識別する情報と共に未通知メッセージを記憶部２１１に格納する。
【００９８】
　また、第１情報処理装置１１０又は第２情報処理装置１３０の復旧状況を定期的に監視
し、イベント監視部２１３は、復旧した第１情報処理装置１１０又は第２情報処理装置１
３０に対して記憶部２１１に格納された未通知メッセージを送信する。
【００９９】
　以上、第２の実施の形態に係る被監視装置の機能について説明した。
　（装置の動作及びデータベースの内容について）
　次に、第１情報処理装置１１０及び第２情報処理装置１３０の動作、及び第１情報処理
装置１１０及び第２情報処理装置１３０が保持するデータベースの内容について、さらに
説明する。なお、以下の説明において、障害が発生している状態を「異常」、障害から復
旧して間もない状態を「復旧」、継続して障害が発生していないか、復旧後の処理を終え
た状態を「正常」と表現する場合がある。
【０１００】
　（「主系」及び「従系」が共に「正常」の場合）
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　図７は、第２の実施の形態に係る第１及び第２情報処理装置の動作について説明する第
１の図である。図７の例は、第１情報処理装置１１０の属性が「主系」、第２情報処理装
置１３０の属性が「従系」であり、「主系」及び「従系」が共に「正常」の場合の動作を
示している。
【０１０１】
　図７に示すように、被監視装置２１０から第１情報処理装置１１０及び第２情報処理装
置１３０にメッセージが送信されると、「主系」である第１情報処理装置１１０は、受信
したメッセージが示すイベントに対してアクションを実行する。一方、「従系」である第
２情報処理装置１３０は、メッセージの受信から所定の時間だけ待機する。
【０１０２】
　第１情報処理装置１１０は、アクションの実行を開始し、開始通知を第２情報処理装置
１３０に送信する。この開始通知を受信した第２情報処理装置１３０は、他装置履歴デー
タベース１３５ａに第１実行履歴情報を格納する。そして、第２情報処理装置１３０は、
状態情報を「実行中」に設定し、さらに待機する。
【０１０３】
　アクションの実行を終了した場合、第１情報処理装置１１０は、アクションの実行結果
（成功、失敗）を含む終了通知を第２情報処理装置１３０に送信する。この終了通知を受
信した第２情報処理装置１３０は、他装置履歴データベース１３５ａの状態情報を「完了
済」とし、その状態情報にアクションの実行結果（成功、失敗）を付加する。アクション
の実行が失敗した場合、第１情報処理装置１１０は、アクションを再実行する。成功を示
す終了通知を受信した第２情報処理装置１３０は、そのアクションの実行を抑止する。
【０１０４】
　被監視装置２１０から送信されるメッセージに応じて上記のような動作を繰り返すこと
により、第２情報処理装置１３０の他装置履歴データベース１３５ａには、図８に示すよ
うな情報が格納される。
【０１０５】
　図８は、第２の実施の形態に係る他装置履歴データベースの例を示した図である。なお
、他装置履歴データベース１１５ａ、未通知履歴データベース１１６ａ、１３６ａにも図
８の例と同様の情報が格納される。図８に示すように、他装置履歴データベース１３５ａ
には、イベント発生日時、イベントＩＤ、発生元装置名（図８の例では被監視装置２１０
の装置名「ｈｏｓｔ１」）、アクション種別、及び状態情報が対応付けて格納される。ま
た、「実行済」を示す状態情報には実行結果（成功、失敗）が付加される。
【０１０６】
　（「主系」が「異常」、「従系」が「正常」の場合）
　図９は、第２の実施の形態に係る第１及び第２情報処理装置の動作について説明する第
２の図である。図９の例は、第１情報処理装置１１０の属性が「主系」、第２情報処理装
置１３０の属性が「従系」であり、「主系」が「異常」であり、「従系」が「正常」であ
る場合の動作を示している。
【０１０７】
　図９に示した状況では、被監視装置２１０から第１情報処理装置１１０及び第２情報処
理装置１３０にメッセージが送信されても、「主系」である第１情報処理装置１１０は、
メッセージの受信及びメッセージに対応するアクションの実行ができない。一方、「従系
」である第２情報処理装置１３０は、メッセージの受信から所定の時間だけ待機する。
【０１０８】
　しかし、メッセージの受信から所定の時間が経過しても、第２情報処理装置１３０は、
第１情報処理装置１１０からアクションの成功を示す終了通知を受信できない（図９の例
では開始通知も受信できない。）。この場合、所定の時間が経過した後、第２情報処理装
置１３０は、メッセージが示すイベントに対するアクションを実行し、属性を「従系」か
ら「主系」へと変更する。
【０１０９】
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　まず、第２情報処理装置１３０は、他装置履歴データベース１３５ａを参照し、過去に
同じイベントに対するアクションを第１情報処理装置１１０が実行して成功していないか
確認する。同じイベントに対する第１実行履歴情報が他装置履歴データベース１３５ａに
ない場合、第２情報処理装置１３０は、アクションの実行を開始し、開始通知を第１情報
処理装置１１０に送信する。
【０１１０】
　なお、図９の例では第１情報処理装置１１０が開始通知を正常に受信できないため、第
２情報処理装置１３０は、未通知履歴データベース１３６ａに第２未通知履歴情報を格納
する。このとき、第２情報処理装置１３０は、状態情報を「実行中」に設定する。
【０１１１】
　アクションの実行を終了した場合、第２情報処理装置１３０は、未通知履歴データベー
ス１３６ａの状態情報を「実行済」に更新し、その状態情報にアクションの実行結果（成
功、失敗）を付加する。この場合、第２情報処理装置１３０は、終了通知を第１情報処理
装置１１０に送信しない。アクションの実行が失敗した場合、第２情報処理装置１３０は
、アクションを再実行する。この場合も、第２情報処理装置１３０は、第２未通知履歴情
報を未通知履歴データベース１３６ａに格納する。
【０１１２】
　（「旧主系」が「復旧」、「主系」が「正常」の場合）
　図１０は、第２の実施の形態に係る第１及び第２情報処理装置の動作について説明する
第３の図である。図１０の例は、図９に例示した状況で、第１情報処理装置１１０が復旧
した場合の動作を示したものである。図９に例示した状況では、第２情報処理装置１３０
が属性を「従系」から「主系」に変更したため、第１情報処理装置１１０及び第２情報処
理装置１３０が共に「主系」の属性となっている。そこで、両者を区別するために復旧時
における第１情報処理装置１１０の属性を「旧主系」と表現する。
【０１１３】
　第１情報処理装置１１０が復旧した場合、第１情報処理装置１１０は、第２情報処理装
置１３０に対して第２未通知履歴情報及び属性情報の送信を要求する。第２情報処理装置
１３０は、要求に応じて未通知履歴データベース１３６ａに格納された第２未通知履歴情
報、及び第３記憶部１３７に格納された属性情報を第１情報処理装置１１０に送信する。
【０１１４】
　第１情報処理装置１１０は、第２情報処理装置１３０から受信した第２未通知履歴情報
を第３記憶部１１７に格納する。さらに、第１情報処理装置１１０は、第２情報処理装置
１３０から受信した属性情報を参照して第２情報処理装置１３０の属性が「主系」である
ことを確認し、第３記憶部１１７に格納された自身の属性情報を「主系」から「従系」に
変更する。
【０１１５】
　さらに、第１情報処理装置１１０は、被監視装置２１０に対して未通知メッセージの送
信を要求する。この要求を受けた被監視装置２１０は、第１情報処理装置１１０に対して
未通知メッセージを送信する。第１情報処理装置１１０は、第３記憶部１１７に格納した
第２未通知履歴情報を参照して、未通知メッセージに対応するイベントと同じイベントに
対するアクションを第２情報処理装置１３０が既に実行して成功しているかを確認する。
【０１１６】
　第１情報処理装置１１０は、未通知メッセージが示すイベントと同じイベントに対する
アクションを第２情報処理装置１３０が既に実行して成功している場合、そのアクション
の実行を抑止する。一方、未通知メッセージが示すイベントと同じイベントに対するアク
ションを第２情報処理装置１３０が実行していないか、成功していない場合、第１情報処
理装置１１０は、そのアクションを実行する。
【０１１７】
　複数の未通知メッセージが存在する場合、第１情報処理装置１１０は、全ての未通知メ
ッセージについて上記の処理（アクションの抑止又は実行）を行う。全ての未通知メッセ
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ージに対する処理を完了すると、第１情報処理装置１１０は、「従系」として動作する。
一方、第２情報処理装置１３０は、そのまま「主系」として動作を継続する。つまり、第
１情報処理装置１１０及び第２情報処理装置１３０は、それぞれ「主系」及び「従系」を
入れ替えた形で図７に例示したような動作を行う。
【０１１８】
　（「主系」が正常、「従系」が「異常」の場合）
　図１１は、第２の実施の形態に係る第１及び第２情報処理装置の動作について説明する
第４の図である。図１１の例は、第１情報処理装置１１０の属性が「主系」、第２情報処
理装置１３０の属性が「従系」であり、「主系」が「正常」であり、「従系」が「異常」
である場合の動作を示している。
【０１１９】
　図１１に示した状況の場合、被監視装置２１０から第１情報処理装置１１０及び第２情
報処理装置１３０にメッセージが送信されると、「主系」である第１情報処理装置１１０
は、正常にメッセージの受信及びメッセージに対応するアクションを実行できる。そのた
め、第１情報処理装置１１０は、受信したメッセージに対応するアクションを実行する。
但し、第１情報処理装置１１０がアクションを実行開始する際に第２情報処理装置１３０
へと送信する開始通知は、第２情報処理装置１３０により正常に受信されない。
【０１２０】
　そのため、第１情報処理装置１１０は、アクションの実行開始時に、未通知履歴データ
ベース１１６ａに第１未通知履歴情報を格納する。そして、第１情報処理装置１１０は、
状態情報を「実行中」に設定する。アクションの実行を終了した場合、第１情報処理装置
１１０は、未通知履歴データベース１１６ａの状態情報を「実行済」に更新し、その状態
情報にアクションの実行結果（成功、失敗）を付加する。このとき、第１情報処理装置１
１０は、第２情報処理装置１３０に対して終了通知を送信しない。なお、アクションの実
行が失敗した場合、第１情報処理装置１１０は、アクションを再実行する。この場合も、
第１情報処理装置１１０は、第１未通知履歴情報を未通知履歴データベース１１６ａに格
納する。
【０１２１】
　（「主系」が正常、「従系」が「復旧」の場合）
　図１２は、第２の実施の形態に係る第１及び第２情報処理装置の動作について説明する
第５の図である。図１２の例は、図１１に例示した状況で、第２情報処理装置１３０が復
旧した場合の動作を示したものである。
【０１２２】
　第２情報処理装置１３０が復旧した場合、第２情報処理装置１３０は、第１情報処理装
置１１０に対して第１未通知履歴情報の送信を要求する。第１情報処理装置１１０は、要
求に応じて未通知履歴データベース１１６ａに格納された第１未通知履歴情報を第２情報
処理装置１３０に送信する。第２情報処理装置１３０は、第１情報処理装置１１０から受
信した第１未通知履歴情報を第３記憶部１３７に格納する。
【０１２３】
　さらに、第２情報処理装置１３０は、被監視装置２１０に対して未通知メッセージの送
信を要求する。この要求を受けた被監視装置２１０は、第２情報処理装置１３０に対して
未通知メッセージを送信する。第２情報処理装置１３０は、第３記憶部１３７に格納した
第１未通知履歴情報を参照して、未通知メッセージが示すイベントと同じイベントに対す
るアクションを第１情報処理装置１１０が既に実行して成功しているかを確認する。第２
情報処理装置１３０は、第１情報処理装置１１０が既に実行して成功しているアクション
の実行を抑止する。なお、第１情報処理装置１１０が成功していないアクションがある場
合には、第２情報処理装置１３０が実行する。
【０１２４】
　複数の未通知メッセージが存在する場合、第２情報処理装置１３０は、全ての未通知メ
ッセージについて上記と同様に順次処理を実行する。全ての未通知メッセージに対する処
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理を完了すると、第２情報処理装置１３０は、「従系」として動作を再開する。一方、第
１情報処理装置１１０は、そのまま「主系」として動作を継続する。つまり、第１情報処
理装置１１０及び第２情報処理装置１３０は、図７に例示した動作を再開する。
【０１２５】
　以上、第１情報処理装置１１０及び第２情報処理装置１３０の動作、及び第１情報処理
装置１１０及び第２情報処理装置１３０が保持するデータベースの内容について、さらに
説明した。
【０１２６】
　（他装置履歴データベースの更新方法について）
　次に、第２の実施の形態に係る他装置履歴データベースの更新方法について、フロー図
を参照しながら説明する。図１３は、第２の実施の形態に係る他装置履歴データベースの
更新方法について説明するフロー図である。
【０１２７】
　なお、一例として、第１情報処理装置１１０が「主系」、第２情報処理装置１３０が「
従系」とし、第２情報処理装置１３０の制御部１３８（主に履歴更新部１３８ａ）が他装
置履歴データベース１３５ａを更新する状況を想定して説明する。但し、第１情報処理装
置１１０の制御部１１８（主に履歴更新部１１８ａ）が他装置履歴データベース１１５ａ
を更新する場合も同じ処理フローになる。
【０１２８】
　（Ｓ１０１）履歴更新部１３８ａは、第１情報処理装置１１０がアクションの実行を開
始する際に送信する開始通知を受信した場合に、Ｓ１０２の動作に移る。一方、第１情報
処理装置１１０がアクションの実行を開始する際に送信する開始通知を受信していない場
合、履歴更新部１３８ａは待機する。
【０１２９】
　（Ｓ１０２）履歴更新部１３８ａは、イベント発生日時、イベントＩＤ、発生元装置名
、アクション種別、及び状態情報（第１実行履歴情報）を他装置履歴データベース１３５
ａに格納する。このとき、履歴更新部１３８ａは、状態情報を「実行中」に設定する。な
お、イベント発生日時及びイベントＩＤはメッセージに含まれる。発生元装置名（ホスト
名）は、例えば、メッセージの送信元を示すＩＰアドレスから得られる。アクション種別
は、第３記憶部１３７に格納されたフィルタリング情報から得られる。
【０１３０】
　（Ｓ１０３）履歴更新部１３８ａは、第１情報処理装置１１０がアクションの実行を終
了した際に送信する終了通知を受信した場合、Ｓ１０４の動作に移る。この終了通知には
、アクションの実行結果（成功又は失敗）が含まれる。一方、第１情報処理装置１１０が
アクションの実行を終了した際に送信する終了通知を受信していない場合、履歴更新部１
３８ａは待機する。
【０１３１】
　（Ｓ１０４）履歴更新部１３８ａは、他装置履歴データベース１３５ａに格納された状
態情報を「実行済」に更新する。さらに、履歴更新部１３８ａは、アクションの実行結果
を状態情報に付与する。Ｓ１０４の動作を終了すると、履歴更新部１３８ａは、１つのア
クションに対する１回の実行について他装置履歴データベース１３５ａの更新に係る動作
を終了する。
【０１３２】
　以上、第２の実施の形態に係る他装置履歴データベースの更新方法について説明した。
　（復旧時の動作について）
　次に、第２の実施の形態に係る主系及び従系の装置による復旧時の動作について、シー
ケンス図を参照しながら説明する。図１４は、第２の実施の形態に係る主系及び従系の装
置による復旧時の動作について説明するシーケンス図である。なお、一例として、「主系
」として動作していた第１情報処理装置１１０が障害により停止した状態から復旧する状
況を想定して説明する。さらに、「従系」として動作していた第２情報処理装置１３０が
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、第１情報処理装置１１０の停止中に「主系」へと変更された場合を想定する。
【０１３３】
　（Ｓ１１１）第１情報処理装置１１０が復旧した場合、属性管理部１１８ｂは、第２情
報処理装置１３０に対して第２未通知履歴情報及び属性情報を要求する。なお、属性管理
部１１８ｂは、例えば、電源の投入、オペレーティングシステムやアプリケーションソフ
トウェアの起動、ネットワーク機能の回復、或いは、ユーザ（端末装置３００）による明
示的な通知を検知することで復旧を判断する。
【０１３４】
　（Ｓ１１２）属性管理部１３８ｂは、第１情報処理装置１１０から受けた要求に応じて
未通知履歴データベース１３６ａに格納された第２未通知履歴情報、及び第３記憶部１３
７に格納された属性情報を第１情報処理装置１１０に送信する。
【０１３５】
　（Ｓ１１３）属性管理部１１８ｂは、第２情報処理装置１３０から受信した第２未通知
履歴情報及び属性情報を第３記憶部１１７に格納する。
　（Ｓ１１４）属性管理部１１８ｂは、第３記憶部１１７に格納した第２情報処理装置１
３０の属性情報を参照し、第２情報処理装置１３０の属性を確認する。第２情報処理装置
１３０の属性が「主系」である場合、属性管理部１１８ｂは、第１情報処理装置１１０の
属性を「従系」に変更する。
【０１３６】
　（Ｓ１１５）属性管理部１１８ｂは、監視対象となる被監視装置２１０、２２０などの
被監視装置から未通知メッセージを受信する。属性管理部１１８ｂは、第３記憶部１１７
に格納した第２未通知履歴情報を参照し、未通知メッセージが示すイベントと同じイベン
トに対して第２情報処理装置１３０が既にアクションを実行して成功しているかを確認す
る。
【０１３７】
　属性管理部１１８ｂは、第２情報処理装置１３０が既に実行して成功したアクションの
実行を抑止する。第２情報処理装置１３０が実行していないか、成功していないアクショ
ンがある場合、属性管理部１１８ｂは、そのアクションを実行する。全ての未通知メッセ
ージについて処理を完了した場合、第１情報処理装置１１０は、「従系」として動作する
。一方、第２情報処理装置１３０は、そのまま「主系」として動作する。
【０１３８】
　以上、第２の実施の形態に係る主系及び従系の装置による復旧時の動作について説明し
た。なお、元々「従系」として動作していた装置が復旧した場合には、属性及び属性情報
に関する動作を省略することができる。
【０１３９】
　（主系の装置の動作について）
　次に、第２の実施の形態に係る主系の装置の動作について、フロー図を参照しながら説
明する。図１５は、第２の実施の形態に係る主系の装置の動作について説明するフロー図
である。なお、一例として、第１情報処理装置１１０が「主系」、第２情報処理装置１３
０が「従系」とし、第１情報処理装置１１０の動作を想定して説明する。但し、第１情報
処理装置１１０が「従系」、第２情報処理装置１３０が「主系」の場合も同様である。
【０１４０】
　（Ｓ１２１）属性管理部１１８ｂは、監視対象となる被監視装置２１０、２２０などの
被監視装置からメッセージを受信したか否かを判定する。被監視装置からメッセージを受
信した場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ１２２の動作に移る。一方、被監視装置からメッ
セージを受信していない場合、属性管理部１１８ｂは、再びＳ１２１の動作に戻る。
【０１４１】
　（Ｓ１２２）属性管理部１１８ｂは、他装置履歴データベース１１５ａを参照し、Ｓ１
２１の動作で被監視装置から受信したメッセージが示すイベントと同じイベントに対応す
る第２実行履歴情報を探索する。このとき、属性管理部１１８ｂは、同じイベントに対応
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する第２実行履歴情報のうち、状態情報に付与されているアクションの実行結果が「成功
」となっている第２実行履歴情報（以下、成功履歴情報）を抽出する。
【０１４２】
　なお、第１情報処理装置１１０が第２情報処理装置１３０から開始通知や終了通知を受
信した場合には、図１３に示した方法で履歴更新部１１８ａにより他装置履歴データベー
ス１１５ａがその都度更新される。そのため、イベントに対するアクションの実行を開始
する前に、属性管理部１１８ｂは、第２情報処理装置１３０が既に同じイベントに対する
アクションの実行を成功しているか確認できる。
【０１４３】
　（Ｓ１２３）属性管理部１１８ｂは、Ｓ１２２の動作で他装置履歴データベース１１５
ａから成功履歴情報を抽出できた場合、Ｓ１２４の動作に移る。つまり、被監視装置から
受信したメッセージが示すイベントに対して第２情報処理装置１３０が既にアクションを
実行して成功している場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ１２４の動作に移る。
【０１４４】
　一方、Ｓ１２２の動作で他装置履歴データベース１１５ａから成功履歴情報を抽出でき
なかった場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ１２６の動作に移る。つまり、被監視装置から
受信したメッセージが示すイベントに対して第２情報処理装置１３０がアクションを実行
していないか、成功していない場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ１２６の動作に移る。
【０１４５】
　「主系」として第１情報処理装置１１０が正常動作している場合（停止せずに動作して
いる場合）、通常、メッセージが示すイベントに対するアクションは第１情報処理装置１
１０が実行する。そのため、同じイベントの成功履歴情報が他装置履歴データベース１１
５ａに格納されていない。しかし、何らかの理由で先に第２情報処理装置１３０が同じイ
ベントに対するアクションを実行した場合、同じイベントの成功履歴情報が他装置履歴デ
ータベース１１５ａに格納されることがある。このような状況として、例えば、第１情報
処理装置１１０に対してのみメッセージの到達が極端に遅れた場合などが考えられる。
【０１４６】
　（Ｓ１２４）属性管理部１１８ｂは、Ｓ１２１の動作で被監視装置から受信したメッセ
ージが示すイベントに対するアクションの実行を抑止する。つまり、属性管理部１１８ｂ
は、このイベントに対するアクションを第１情報処理装置１１０では実行しないこととす
る。
【０１４７】
　（Ｓ１２５）属性管理部１１８ｂは、第３記憶部１１７に格納された属性情報を変更し
、第１情報処理装置１１０の属性を「主系」から「従系」へと変更する。他装置履歴デー
タベース１１５ａに成功履歴情報が格納されている場合、第２情報処理装置１３０が「主
系」としてアクションを実行しているため、その後は第１情報処理装置１１０が「従系」
として動作する。Ｓ１２５の動作を完了すると、１つのメッセージに対するアクションの
実行についての処理が終了する。
【０１４８】
　（Ｓ１２６）属性管理部１１８ｂは、アクションの実行を開始し、第２情報処理装置１
３０に開始通知を送信してアクションの実行開始を通知する。
　（Ｓ１２７）属性管理部１１８ｂは、第２情報処理装置１３０に送信した開始通知が正
常に受信されたか否かを判定する。例えば、属性管理部１１８ｂは、第２情報処理装置１
３０から開始通知に対する確認応答を受信したか否かを確認する。
【０１４９】
　第２情報処理装置１３０により開始通知が正常に受信された場合、属性管理部１１８ｂ
は、第２情報処理装置１３０が正常に動作していると認識し、Ｓ１２８の動作に移る。一
方、第２情報処理装置１３０により開始通知が正常に受信されなかった場合、属性管理部
１１８ｂは、第２情報処理装置１３０に障害が発生していると認識し、Ｓ１３０の動作に
移る。
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【０１５０】
　（Ｓ１２８）アクション実行部１１４は、メッセージが示すイベントに対するアクショ
ンを実行する。例えば、該当するイベント種別に対応するアクションがメール通知である
場合、アクション実行部１１４は、端末装置３００に対してイベントの発生及びその内容
を通知する電子メールを送信する。端末装置３００へ電子メールを送信できた場合、属性
管理部１１８ｂは、アクションの実行が成功したと判断する。端末装置３００へ電子メー
ルを送信できなかった場合、属性管理部１１８ｂは、アクションの実行が失敗したと判断
する。アクションの実行が終了すると、属性管理部１１８ｂは、Ｓ１２９の動作に移る。
【０１５１】
　（Ｓ１２９）属性管理部１１８ｂは、アクションの実行結果を含む終了通知を第２情報
処理装置１３０に送信してアクションの実行終了を通知する。なお、アクションの実行が
失敗し、同じアクションを再実行する場合、属性管理部１１８ｂは、その実行動作につい
て開始通知の送信、アクションの実行、及び終了通知の送信を行う。Ｓ１２９の動作を終
了すると、１つのメッセージに対するアクションの実行についての処理が終了する。
【０１５２】
　（Ｓ１３０）属性管理部１１８ｂは、未通知履歴データベース１１６ａにイベント発生
日時などの第１未通知履歴情報を格納する。このとき、属性管理部１１８ｂは、第１未通
知履歴情報に含まれる状態情報を「実行中」に設定する。
【０１５３】
　（Ｓ１３１）アクション実行部１１４は、メッセージが示すイベントに対するアクショ
ンを実行する。例えば、アクション実行部１１４は、端末装置３００に対してイベントの
発生及びその内容を通知する電子メールを送信する。この場合、端末装置３００へ電子メ
ールを送信できた場合、属性管理部１１８ｂは、アクションの実行が成功したと判断する
。一方、端末装置３００へ電子メールを送信できなかった場合、属性管理部１１８ｂは、
アクションの実行が失敗したと判断する。アクションの実行が終了すると、属性管理部１
１８ｂは、Ｓ１３２の動作に移る。
【０１５４】
　（Ｓ１３２）属性管理部１１８ｂは、未通知履歴データベース１１６ａに格納した第１
未通知履歴情報の状態情報を「実行済」に更新する。さらに、属性管理部１１８ｂは、ア
クションの実行結果を状態情報に付加する。なお、アクションの実行が失敗し、同じアク
ションを再実行する場合、Ｓ１３０～Ｓ１３２の動作が再び行われる。Ｓ１３２の動作を
終了すると、１つのメッセージに対するアクションの実行についての処理が終了する。
【０１５５】
　以上、第２の実施の形態に係る主系の装置の動作について説明した。
　（従系の装置の動作について）
　次に、第２の実施の形態に係る従系の装置の動作について、フロー図を参照しながら説
明する。図１６は、第２の実施の形態に係る従系の装置の動作について説明するフロー図
である。なお、一例として、第１情報処理装置１１０が「主系」、第２情報処理装置１３
０が「従系」とし、第２情報処理装置１３０の動作を想定して説明する。但し、第１情報
処理装置１１０が「従系」、第２情報処理装置１３０が「主系」の場合も同様である。
【０１５６】
　（Ｓ１４１）属性管理部１３８ｂは、監視対象となる被監視装置２１０、２２０などの
被監視装置からメッセージを受信したか否かを判定する。被監視装置からメッセージを受
信した場合、属性管理部１３８ｂは、Ｓ１４２の動作に移る。一方、被監視装置からメッ
セージを受信していない場合、属性管理部１３８ｂは、再びＳ１４１の動作に戻る。
【０１５７】
　（Ｓ１４２）属性管理部１３８ｂは、他装置履歴データベース１３５ａを参照し、Ｓ１
４１の動作で被監視装置から受信したメッセージが示すイベントと同じイベントに対応す
る第１実行履歴情報を探索する。このとき、属性管理部１３８ｂは、同じイベントに対応
する第１実行履歴情報のうち、成功履歴情報を抽出する。
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【０１５８】
　なお、第２情報処理装置１３０が第１情報処理装置１１０から開始通知や終了通知を受
信した場合には、図１３に示した方法で履歴更新部１３８ａにより他装置履歴データベー
ス１３５ａがその都度更新される。そのため、イベントに対するアクションの実行を開始
する前に、属性管理部１３８ｂは、第１情報処理装置１１０が既に同じイベントに対する
アクションの実行を成功しているか確認できる。
【０１５９】
　（Ｓ１４３）属性管理部１３８ｂは、Ｓ１４２の動作で他装置履歴データベース１３５
ａから成功履歴情報を抽出できた場合、Ｓ１４４の動作に移る。つまり、被監視装置から
受信したメッセージが示すイベントに対して第１情報処理装置１１０が既にアクションを
実行して成功している場合、属性管理部１３８ｂは、Ｓ１４４の動作に移る。
【０１６０】
　一方、Ｓ１４２の動作で他装置履歴データベース１３５ａから成功履歴情報を抽出でき
なかった場合、属性管理部１３８ｂは、Ｓ１４５の動作に移る。つまり、被監視装置から
受信したメッセージが示すイベントに対して第１情報処理装置１１０がアクションを実行
していないか、成功していない場合、属性管理部１３８ｂは、Ｓ１４５の動作に移る。
【０１６１】
　（Ｓ１４４）属性管理部１３８ｂは、Ｓ１４１の動作で被監視装置から受信したメッセ
ージが示すイベントに対するアクションの実行を抑止する。つまり、属性管理部１３８ｂ
は、このイベントに対するアクションを第２情報処理装置１３０では実行しないこととす
る。Ｓ１４４の動作を完了すると、１つのメッセージに対するアクションの実行について
の処理が終了する。
【０１６２】
　（Ｓ１４５）属性管理部１３８ｂは、Ｓ１４１の動作で被監視装置からメッセージを受
信した後、Ｓ１４２の動作（以下、ポーリング）を所定回数行ったか否かを判定する。例
えば、属性管理部１３８ｂは、Ｓ１４１の動作でメッセージを受信した際にカウンタをリ
セットし、Ｓ１４２の動作を行う度にカウンタの値を１ずつ増加させ、カウンタの値が所
定の閾値（所定回数を示す値）に達したか否かを判定する。
【０１６３】
　ポーリングの回数が所定回数に達していない場合、属性管理部１３８ｂは、Ｓ１４６の
動作に移る。一方、ポーリングの回数が所定回数に達した場合、属性管理部１３８ｂは、
Ｓ１４７の動作に移る。なお、所定回数（例えば、１０回）は予め設定される。例えば、
ポーリングを所定回数だけ実行した際に要する時間が、１つのアクションを第１情報処理
装置１１０が実行して成功させるのに十分と考えられる時間となるように所定回数が設定
される。
【０１６４】
　（Ｓ１４６）属性管理部１３８ｂは、所定時間（以下、ポーリング間隔）だけ待機する
。つまり、属性管理部１３８ｂは、自身が受信したメッセージと同じメッセージが示すイ
ベントに対して第１情報処理装置１１０がアクションを成功させるのを待ち受ける。例え
ば、ポーリング間隔は、第１情報処理装置１１０が正常動作している状態で１つのアクシ
ョンを１回実行完了するまでに要すると予想される時間に予め設定される。ポーリング間
隔は、例えば、６０秒に設定される。
【０１６５】
　（Ｓ１４７）履歴更新部１３８ａは、Ｓ１４１の動作で受信したメッセージが示すイベ
ントに対するアクションを開始し、未通知履歴データベース１３６ａにイベント発生日時
などの第２未通知履歴情報を格納する。
【０１６６】
　（Ｓ１４８）アクション実行部１３４は、メッセージが示すイベントに対するアクショ
ンを実行する。例えば、イベント種別がメール通知の場合、アクション実行部１３４は、
端末装置３００に対してイベントの発生及びその内容を通知する電子メールを送信する。
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端末装置３００へ電子メールを送信できた場合、属性管理部１３８ｂは、アクションの実
行が成功したと判断する。一方、端末装置３００へ電子メールを送信できなかった場合、
属性管理部１３８ｂは、アクションの実行が失敗したと判断する。アクションの実行が終
了すると、属性管理部１３８ｂは、Ｓ１４９の動作に移る。
【０１６７】
　（Ｓ１４９）属性管理部１３８ｂは、未通知履歴データベース１３６ａに格納した第２
未通知履歴情報の状態情報を「実行済」に更新する。さらに、属性管理部１３８ｂは、ア
クションの実行結果を状態情報に付与する。なお、アクションの実行が失敗し、同じアク
ションを再実行する場合、Ｓ１４７～Ｓ１４９の動作が再び実行される。Ｓ１４９の動作
を終了すると、属性管理部１３８ｂは、Ｓ１５０の動作に移る。
【０１６８】
　（Ｓ１５０）属性管理部１３８ｂは、第３記憶部１３７に格納された自身の属性情報を
更新し、第２情報処理装置１３０の属性を「従系」から「主系」へと変更する。Ｓ１５０
の動作を終了すると、１つのメッセージに対するアクションの実行についての処理が終了
する。
【０１６９】
　以上、第２の実施の形態に係る従系の装置の動作について説明した。
　［変形例＃１：ポーリング間隔の調整］
　ここで、第２の実施の形態に係る一変形例（変形例＃１）について説明する。変形例＃
１では、（１）ポーリング間隔をアクション種別毎に設定する方法、及び（２）実際に計
測されたアクションの実行時間に基づいてポーリング間隔を調整する方法を提案する。な
お、ここでは、説明の都合上、第２情報処理装置１３０の属性が「従系」である場合を想
定し、第２情報処理装置１３０がポーリング間隔を調整する例について説明する。但し、
第１情報処理装置１１０の属性が「従系」である場合についても同様である。
【０１７０】
　変形例＃１に係る第２情報処理装置１３０は、上述した所定回数（ポーリングの最大実
行回数）及びポーリング間隔の初期値を示す情報を第３記憶部１３７に保持している。そ
して、属性管理部１３８ｂは、この情報に基づいて動作し、アクション種別毎に１回のア
クションの実行に要した時間（以下、実行時間）を計測する。例えば、属性管理部１３８
ｂは、開始通知を受信してから終了通知を受信するまでの時間を計測して実行時間とする
。そして、属性管理部１３８ｂは、計測した実行時間の情報を第３記憶部１３７に格納す
る。
【０１７１】
　さらに、属性管理部１３８ｂは、同じアクション種別について過去に計測した実行時間
と現在計測した実行時間との平均値を算出する。例えば、属性管理部１３８ｂが計測した
実行時間の情報及び平均値の情報は、図１７のようにアクション種別毎に保持される。図
１７は、第２の実施の形態の一変形例（変形例＃１）に係るポーリング間隔テーブルの生
成に用いる情報の例を示した図である。こうした情報に基づき、属性管理部１３８ｂは、
アクション種別と平均値とを対応付けた情報（以下、ポーリング間隔テーブル）を生成し
て第３記憶部１３７に格納する。
【０１７２】
　属性管理部１３８ｂは、第１情報処理装置１１０でアクションが実行される度に実行時
間を計測し、計測した実行時間を用いて平均値を算出する。そして、属性管理部１３８ｂ
は、算出した平均値を用いてポーリング間隔テーブルを更新する。さらに、属性管理部１
３８ｂは、ポーリング間隔テーブルに記載されている平均値をポーリング間隔に設定する
。このとき、属性管理部１３８ｂは、アクション種別毎にポーリング間隔を設定する。な
お、ポーリング間隔の設定タイミングは、ポーリング間隔テーブルの更新時でもよいし、
実行時間の計測回数が所定の閾値を超えたときやユーザによる設定の指示があったときで
もよい。
【０１７３】
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　ここで、ポーリング間隔テーブルの更新方法について、フロー図を参照しながら説明す
る。図１８は、第２の実施の形態の一変形例（変形例＃１）に係るポーリング間隔テーブ
ルの更新方法について説明するフロー図である。
【０１７４】
　（Ｓ２０１）属性管理部１３８ｂは、第１情報処理装置１１０から開始通知を受信した
か否かを判定する。開始通知を受信した場合、属性管理部１３８ｂは、Ｓ２０２の動作に
移る。一方、開始通知を受信していない場合、属性管理部１３８ｂは、再びＳ２０１の動
作に移る。
【０１７５】
　（Ｓ２０２）属性管理部１３８ｂは、実行時間の計測を開始する。例えば、属性管理部
１３８ｂは、計測を開始した時刻の情報を保持する。
　（Ｓ２０３）属性管理部１３８ｂは、第１情報処理装置１１０から終了通知を受信した
か否かを判定する。終了通知を受信した場合、属性管理部１３８ｂは、Ｓ２０５の動作に
移る。つまり、第１情報処理装置１１０により１つのアクションの実行が終了したことが
確認された際に、属性管理部１３８ｂは、Ｓ２０５の動作に移る。一方、終了通知を受信
していない場合、属性管理部１３８ｂは、Ｓ２０４の動作に移る。
【０１７６】
　（Ｓ２０４）属性管理部１３８ｂは、ポーリングを所定回数行ったか否かを判定する。
ポーリングの回数が所定回数に達している場合、属性管理部１３８ｂは、ポーリング間隔
テーブルの更新を行わず、ポーリング間隔テーブルの更新に関する動作を終了する。つま
り、図１６に示したフロー図におけるＳ１４５の動作で、属性管理部１３８ｂがＳ１４７
の動作に移った場合、ポーリング間隔テーブルの更新は行われない。一方、ポーリングの
回数が所定回数に達していない場合、属性管理部１３８ｂは、再びＳ２０３の動作に移る
。
【０１７７】
　（Ｓ２０５）属性管理部１３８ｂは、実行時間の計測を終了する。例えば、属性管理部
１３８ｂは、計測を終了した時刻の情報を保持する。そして、属性管理部１３８ｂは、計
測を開始した時刻から計測を終了した時刻までの時間を計算し、計算した時間を実行時間
とする。
【０１７８】
　（Ｓ２０６）属性管理部１３８ｂは、Ｓ２０５の動作で今回計測した実行時間に対応す
るアクションと同じアクション種別について、過去に計測した実行時間の情報を保持して
いる場合、今回計測した実行時間と過去に計測した実行時間との平均値を計算する。
【０１７９】
　（Ｓ２０７）属性管理部１３８ｂは、Ｓ２０６の動作で計算した平均値を用いてポーリ
ング間隔テーブルを更新する。Ｓ２０７の動作を終了すると、属性管理部１３８ｂは、ポ
ーリング間隔テーブルの更新について処理を終了する。
【０１８０】
　以上、第２の実施の形態に係る一変形例（変形例＃１）について説明した。変形例＃１
によれば、アクション種別毎に実際に計測された実行時間に基づいてポーリング間隔が設
定されるため、「主系」に障害が生じた場合に適切なタイミングで「従系」が「主系」と
して動作できるようになる。さらに、他装置履歴データベース１３５ａへのアクセス頻度
が大きくなり過ぎないように調整されるため、ポーリングに伴う負荷を低減できる。
【０１８１】
　なお、上記の説明においては、ポーリングを行う最大回数である所定回数を固定値と考
えていたが、この所定回数を実行時間に応じて変更してもよい。例えば、ポーリング間隔
を固定して所定回数を増加させれば、「主系」に障害が生じたと判断するまでの待ち時間
を延ばすことができる。逆に、ポーリング間隔を固定して所定回数を減少させれば、「主
系」に障害が生じたと判断するまでの待ち時間を短縮することができる。そのため、実際
に計測された実行時間に応じて所定回数を増減させることで、適切なタイミングで属性の
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変更及び動作の引き継ぎを行うことが可能になる。
【０１８２】
　［変形例＃２：従系への実行依頼］
　次に、第２の実施の形態に係る一変形例（変形例＃２）について説明する。変形例＃２
では、「主系」の負荷が高い場合に、実行すべき一部のアクションを「従系」に実行依頼
する方法を提案する。なお、ここでは、説明の都合上、第１情報処理装置１１０の属性が
「主系」であり、第２情報処理装置１３０の属性が「従系」である場合を想定して説明す
る。但し、第１情報処理装置１１０の属性が「従系」であり、第２情報処理装置１３０の
属性が「主系」である場合についても同様である。
【０１８３】
　（装置の動作及びアクション負荷値テーブルについて）
　変形例＃２に係る主系及び従系の装置の動作について説明する。図１９は、第２の実施
の形態の一変形例（変形例＃２）に係る主系及び従系の装置の動作について説明する図で
ある。
【０１８４】
　例えば、「主系」である第１情報処理装置１１０がアクション＃１～＃３を実行中であ
る場合に、第１情報処理装置１１０及び第２情報処理装置１３０に新たなメッセージ（ア
クション＃４に対応）が送信された状況を想定する。この状況では、高負荷状態にある「
主系」の第１情報処理装置１１０がアクション＃４を実行するよりも、「従系」の第２情
報処理装置１３０がアクション＃４を実行する方が効率的である。そこで、変形例＃２に
係る第１情報処理装置１１０は、アクション＃４を実行した場合における自身の負荷状況
（例えば、ＣＰＵ使用率など）を予測し、高負荷状態になると判断し、かつ、一定の条件
満たした場合にアクション＃４を第２情報処理装置１３０に依頼する。
【０１８５】
　第１情報処理装置１１０による負荷状況の予測は、例えば、負荷状況を表す評価値（以
下、アクション負荷値）に基づいて行われる。例えば、属性管理部１１８ｂは、アクショ
ン負荷値が所定の閾値（以下、アクション切り替え境界値）を超えた場合にアクション＃
４を第２情報処理装置１３０に依頼する。アクション負荷値は、属性管理部１１８ｂによ
り計算され、第３記憶部１１７に格納されるアクション負荷値テーブルに記録される。
【０１８６】
　ここで、アクション負荷値の計算方法及びアクション負荷値テーブルについて、さらに
説明する。図２０は、第２の実施の形態の一変形例（変形例＃２）に係るアクション負荷
値テーブルの生成に用いる情報の例を示した図である。
【０１８７】
　アクション負荷値は、アクション種別毎に計算される。属性管理部１１８ｂは、アクシ
ョンを実行する際、アクションの実行時間、アクションの実行期間における平均メモリ使
用量及び平均ＣＰＵ使用率を保持する。そして、属性管理部１１８ｂは、例えば、（実行
時間（秒）×平均メモリ使用量（キロバイト（ＫＢ））×平均ＣＰＵ使用率（％））をア
クション負荷値とする。なお、ここで示した各値の単位は一例である。
【０１８８】
　図２０の例では、アクション種別が「メール通知」であるアクションについて、実行時
間「１秒」、平均メモリ使用量「５０ＫＢ」、平均ＣＰＵ使用率「１％」が得られており
、これらの値に基づくとアクション負荷値は（１×５０×１）＝５０となる。他のアクシ
ョン種別についても同様である。このような方法で、属性管理部１１８ｂは、アクション
種別毎にアクション負荷値を計算し、アクション負荷値テーブルに記録する。
【０１８９】
　なお、アクション負荷値テーブルに記録したものと同じアクション種別のアクション負
荷値を新たに算出した場合、属性管理部１１８ｂは、それらの平均値を新たなアクション
負荷値としてアクション負荷値テーブルの情報を更新する。
【０１９０】
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　（アクション負荷値テーブルの更新方法について）
　ここで、アクション負荷値テーブルの更新方法について、フロー図を参照しながら説明
する。図２１は、第２の実施の形態の一変形例（変形例＃２）に係るアクション負荷値テ
ーブルの更新方法について説明するフロー図である。
【０１９１】
　（Ｓ３０１）属性管理部１１８ｂは、アクションの実行を開始するか否かを判定する。
アクションの実行を開始する場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ３０２の動作に移る。つま
り、図１５に示したフロー図におけるＳ１２８又はＳ１３１の動作に移った場合、属性管
理部１１８ｂは、Ｓ３０２の動作に移る。一方、アクションの実行を開始しない場合、属
性管理部１１８ｂは、再びＳ３０１の動作に移る。
【０１９２】
　（Ｓ３０２）属性管理部１１８ｂは、実行時間の計測を開始する。例えば、属性管理部
１１８ｂは、アクションの実行を開始する時刻を保持する。
　（Ｓ３０３）属性管理部１１８ｂは、アクション負荷値の計算用にメモリ使用量の記録
を開始する。記録を開始した後、属性管理部１１８ｂは、アクションの実行が終了するま
での間、所定の時間間隔で定期的にメモリ使用量の情報を記録する。所定の時間間隔は、
予めユーザにより任意に設定されているものとする。
【０１９３】
　（Ｓ３０４）属性管理部１１８ｂは、アクション負荷値の計算用にＣＰＵ使用率の記録
を開始する。記録を開始した後、属性管理部１１８ｂは、アクションの実行が終了するま
での間、所定の時間間隔で定期的にＣＰＵ使用率の情報を記録する。所定の時間間隔は、
予めユーザにより任意に設定されているものとする。なお、Ｓ３０２～Ｓ３０４の動作は
任意に順序を入れ替えてよい。
【０１９４】
　（Ｓ３０５）属性管理部１１８ｂは、アクションの実行が終了したか否かを判定する。
アクションの実行が終了した場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ３０６の動作に移る。つま
り、図１５に示したフロー図におけるＳ１２９又はＳ１３２の動作に移った場合、属性管
理部１１８ｂは、Ｓ３０６の動作に移る。一方、アクションの実行が終了していない場合
、属性管理部１１８ｂは、再びＳ３０５の動作に移る。
【０１９５】
　（Ｓ３０６）属性管理部１１８ｂは、実行時間の計測を終了する。例えば、属性管理部
１１８ｂは、アクションの実行を終了した時刻を保持し、実行を開始した時刻から実行を
終了した時刻までの時間を計算して実行時間とする。
【０１９６】
　（Ｓ３０７）属性管理部１１８ｂは、Ｓ３０３の動作で記録を開始してからアクション
が終了するまでの間に定期的に記録されたメモリ使用量を読み出し、読み出したメモリ使
用量の平均値を計算する。属性管理部１１８ｂは、計算した平均値をアクション負荷値の
計算に用いる平均メモリ使用量とする。
【０１９７】
　（Ｓ３０８）属性管理部１１８ｂは、Ｓ３０４の動作で記録を開始してからアクション
が終了するまでの間に定期的に記録されたＣＰＵ使用率を読み出し、読み出したＣＰＵ使
用率の平均値を計算する。属性管理部１１８ｂは、計算した平均値をアクション負荷値の
計算に用いる平均ＣＰＵ使用率とする。なお、Ｓ３０６～Ｓ３０８の動作は任意に順序を
入れ替えてもよい。
【０１９８】
　（Ｓ３０９）属性管理部１１８ｂは、Ｓ３０６～Ｓ３０８の動作で計算された実行時間
、平均メモリ使用量、及び平均ＣＰＵ使用率に基づいてアクション負荷値（実行時間×平
均メモリ使用量×平均ＣＰＵ使用率）を計算する。
【０１９９】
　（Ｓ３１０）属性管理部１１８ｂは、Ｓ３０９の動作で計算したアクション負荷値を用
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いてアクション負荷値テーブルを更新する。なお、Ｓ３０９の動作で計算したアクション
負荷値と同じアクション種別のアクション負荷値がアクション負荷値テーブルに記録され
ている場合、属性管理部１１８ｂは、これら２つのアクション負荷値の平均値を用いてア
クション負荷値テーブルを更新する。Ｓ３１０の動作を終了すると、属性管理部１１８ｂ
は、アクション負荷値テーブルの更新について処理を終了する。
【０２００】
　（アクション切り替え境界値の更新方法について）
　ここで、高負荷状況か否かを判定する際に閾値として用いられるアクション切り替え境
界値の更新方法について、フロー図を参照しながら説明する。図２２は、第２の実施の形
態の一変形例（変形例＃２）に係るアクション切り替え境界値の更新方法について説明す
るフロー図である。なお、アクション切り替え境界値は、その値が大きいほど従系への実
行依頼が発生しにくくなり、逆に値が小さいほど実行依頼が発生しやすくなる。
【０２０１】
　（Ｓ３１１）属性管理部１１８ｂは、アクション切り替え境界値の更新タイミングにな
ったか否かを判定する。アクション切り替え境界値の更新タイミングは任意に設定するこ
とができるが、一例として、ここでは一定の時間間隔で更新が行われる場合を想定してい
る。従って、一定の時間間隔で更新タイミングが訪れる。更新タイミングになった場合、
属性管理部１１８ｂは、Ｓ３１２の動作に移る。一方、更新タイミングになっていない場
合、属性管理部１１８ｂは、再びＳ３１１の動作に移る。
【０２０２】
　（Ｓ３１２）属性管理部１１８ｂは、第２情報処理装置１３０に対してＣＰＵ使用率の
情報を送信するように要求する。第２情報処理装置１３０のＣＰＵ使用率の情報を受信し
た場合、属性管理部１１８ｂは、受信したＣＰＵ使用率の情報を保持する。
【０２０３】
　（Ｓ３１３）属性管理部１１８ｂは、前回の更新タイミングの際に第２情報処理装置１
３０から受信して保持しているＣＰＵ使用率（以下、前回ＣＰＵ使用率）の情報を参照す
る。さらに、属性管理部１１８ｂは、今回の更新タイミングの際に第２情報処理装置１３
０から受信して保持しているＣＰＵ使用率（以下、今回ＣＰＵ使用率）の情報を参照する
。そして、属性管理部１１８ｂは、前回ＣＰＵ使用率に比べて今回ＣＰＵ使用率の方が大
きいか否かを判定する。
【０２０４】
　前回ＣＰＵ使用率よりも今回ＣＰＵ使用率の方が大きい場合、属性管理部１１８ｂは、
Ｓ３１５の動作に移る。一方、前回ＣＰＵ使用率よりも今回ＣＰＵ使用率の方が小さいか
、同じの場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ３１４の動作に移る。
【０２０５】
　（Ｓ３１４）属性管理部１１８ｂは、アクション切り替え境界値を減少させる。つまり
、前回の更新タイミングでアクション切り替え境界値を更新したが、第２情報処理装置１
３０の負荷状況が悪化していないので、第２情報処理装置１３０に余裕があると考え、属
性管理部１１８ｂは、従系の実行依頼が発生しやすくなるようにする。Ｓ３１４の動作を
終えると、属性管理部１１８ｂは、アクション切り替え境界値の更新（１回分）について
処理を終了する。
【０２０６】
　（Ｓ３１５）属性管理部１１８ｂは、アクション切り替え境界値を増加させる。つまり
、前回の更新タイミングでアクション切り替え境界値を更新した結果、第２情報処理装置
１３０の負荷状況が悪化したので、属性管理部１１８ｂは、従系の実行依頼が発生しにく
くなるようにする。Ｓ３１５の動作を終えると、アクション切り替え境界値の更新（１回
分）についての処理が終了する。
【０２０７】
　（実行依頼の要否判定方法について）
　次に、上記のアクション負荷値テーブル及びアクション切り替え境界値を利用した従系
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への実行依頼（アクション切り替え判定）方法について、フロー図を参照しながら説明す
る。図２３は、第２の実施の形態の一変形例（変形例＃２）に係る実行依頼の要否判定方
法について説明する第１のフロー図である。なお、第１情報処理装置１１０の属性が「主
系」であるとする。
【０２０８】
　（Ｓ３２１）属性管理部１１８ｂは、次に実行するアクションが発生したか否かを判定
する。次に実行するアクションが発生した場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ３２２の動作
に移る。つまり、属性管理部１１８ｂは、図１５に示したフロー図のＳ１２６の動作に移
る場合、すぐにはＳ１２６の動作へ移らずにＳ３２２以降の動作を行う。次に実行するア
クションが発生していない場合、属性管理部１１８ｂは、再びＳ３２１の動作に移る。
【０２０９】
　（Ｓ３２２）属性管理部１１８ｂは、アクション負荷値テーブルを参照し、実行中のア
クションと同じアクション種別のアクション負荷値を取得する。なお、実行中のアクショ
ンが複数存在する場合、属性管理部１１８ｂは、全てのアクションについてアクション負
荷値を取得する。さらに、属性管理部１１８ｂは、次に実行するアクションと同じアクシ
ョン種別のアクション負荷値を取得する。
【０２１０】
　（Ｓ３２３）属性管理部１１８ｂは、実行中のアクションのアクション負荷値と、次に
実行するアクションのアクション負荷値とを合計して合計値を算出する。なお、実行中の
アクションが複数存在する場合、属性管理部１１８ｂは、全ての実行中のアクションに対
応するアクション負荷値及び次に実行するアクションのアクション負荷値を合計して合計
値を算出する。
【０２１１】
　（Ｓ３２４）属性管理部１１８ｂは、Ｓ３２３の動作で算出した合計値がアクション切
り替え境界値よりも大きいか否かを判定する。つまり、属性管理部１１８ｂは、次に実行
するアクションを実行した場合に予測される自身の負荷状況を示す合計値が、実行依頼の
要否を判定する閾値となるアクション切り替え境界値よりも大きいか否かを判定する。合
計値がアクション切り替え境界値よりも大きい場合、属性管理部１１８ｂは、図２４に示
したＳ３２５の動作に移る。一方、合計値がアクション切り替え境界値よりも小さい場合
、属性管理部１１８ｂは、図２４に示したＳ３２９の動作に移る。
【０２１２】
　次に、図２４を参照する。図２４は、第２の実施の形態の一変形例（変形例＃２）に係
る実行依頼の要否判定方法について説明する第２のフロー図である。
　（Ｓ３２５）属性管理部１１８ｂは、Ｓ３２５の動作時における自身の負荷状況を示す
値（以下、主系のシステム負荷値）を算出する。例えば、属性管理部１１８ｂは、ＣＰＵ
使用率及びメモリ使用量を検出し、（ＣＰＵ使用率×メモリ使用量）を主系のシステム負
荷値とする。この主系のシステム負荷値は、アクション切り替え判定を行う時点における
属性管理部１１８ｂの実際の負荷状況を表すものである。
【０２１３】
　（Ｓ３２６）属性管理部１１８ｂは、Ｓ３２６の動作時における第２情報処理装置１３
０の負荷状況を示す値（以下、従系のシステム負荷値）を算出する。例えば、属性管理部
１１８ｂは、第２情報処理装置１３０に対してＣＰＵ使用率及びメモリ使用量を検出して
送信するように依頼し、第２情報処理装置１３０からＣＰＵ使用率及びメモリ使用量の情
報を受信する。そして、属性管理部１１８ｂは、第２情報処理装置１３０から受信した情
報に基づき、（ＣＰＵ使用率×メモリ使用量）を計算して従系のシステム負荷値とする。
この従系のシステム負荷値は、アクション切り替え判定を行う時点における第２情報処理
装置１３０の実際の負荷状況を表すものである。なお、Ｓ３２５の動作とＳ３２６の動作
とは順序を入れ替えてもよい。
【０２１４】
　（Ｓ３２７）属性管理部１１８ｂは、主系のシステム負荷値が従系のシステム負荷値よ
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りも大きいか否かを判定する。主系のシステム負荷値が従系のシステム負荷値よりも大き
い場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ３２８の動作に移る。つまり、次に実行するアクショ
ンを実行した場合に高負荷状態になると予想され、現時点の負荷状況を比較すると第２情
報処理装置１３０の方が低負荷の状態にある場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ３２８の動
作に移る。
【０２１５】
　一方、主系のシステム負荷値が従系のシステム負荷値よりも小さい場合、属性管理部１
１８ｂは、Ｓ３２９の動作に移る。つまり、次に実行するアクションを実行した場合には
高負荷状態になると予想されるが、現時点の負荷状況を比較すると第２情報処理装置１３
０の方が高負荷の状態にある場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ３２９の動作に移る。
【０２１６】
　（Ｓ３２８）属性管理部１１８ｂは、次に実行するアクションを従系に依頼する。例え
ば、属性管理部１１８ｂは、次に実行するアクションに対応するメッセージを特定できる
情報（例えば、イベントＩＤ及び発生元装置名）を含めて実行依頼を第２情報処理装置１
３０に送信する。Ｓ３２８の動作を終えると、属性管理部１１８ｂは、そのアクションの
実行を抑止し（図１５に示したフロー図におけるＳ１２６の動作には移らずに終了する。
）、アクション切り替え判定について処理を終了する。
【０２１７】
　（Ｓ３２９）属性管理部１１８ｂは、次に実行するアクションを第１情報処理装置１１
０で実行する。つまり、属性管理部１１８ｂは、図１５に示したフロー図におけるＳ１２
６の動作に移る。Ｓ３２９の動作を終えると、アクション切り替え判定についての処理が
終了する。
【０２１８】
　（従系の装置の動作について）
　次に、主系の装置から実行依頼を受信する場合を想定した従系の装置の動作について、
フロー図を参照しながら説明する。図２５は、第２の実施の形態の一変形例（変形例＃２
）に係る従系の装置の動作について説明するフロー図である。なお、第１情報処理装置１
１０の属性が「主系」であり、第２情報処理装置１３０の属性が「従系」であるとする。
【０２１９】
　（Ｓ３３１）属性管理部１３８ｂは、第１情報処理装置１１０から実行依頼を受信した
か否かを判定する。「従系」である第２情報処理装置１３０の属性管理部１３８ｂは、メ
ッセージを受信した後、ポーリングを繰り返しながら成功履歴情報を履歴更新部１３８ａ
が他装置履歴データベース１３５ａに格納するか、所定のポーリング回数に達するまで待
機する。この間に、第１情報処理装置１１０により上述したアクション切り替え判定の処
理が実行される。この処理の中で所定の条件を満たした場合に第１情報処理装置１１０が
送信した実行依頼を第２情報処理装置１３０は受信する。実行依頼を受信した場合、属性
管理部１３８ｂは、Ｓ３３２の動作に移る。一方、実行依頼を受信していない場合、属性
管理部１３８ｂは、ポーリングの動作を継続する。
【０２２０】
　（Ｓ３３２）属性管理部１３８ｂは、実行依頼で指定されたアクションの実行を開始し
、そのアクションの実行開始を示す開始通知を第１情報処理装置１１０に送信する。
　（Ｓ３３３）アクション実行部１３４は、アクションを実行する。例えば、アクション
実行部１３４は、端末装置３００に対してイベントの発生及びその内容を通知する電子メ
ールを送信する。端末装置３００へ電子メールを送信できた場合、属性管理部１３８ｂは
、アクションの実行が成功したと判断する。一方、端末装置３００へ電子メールを送信で
きなかった場合、属性管理部１３８ｂは、アクションの実行が失敗したと判断する。アク
ションの実行が終了すると、属性管理部１３８ｂは、Ｓ３３４の動作に移る。
【０２２１】
　（Ｓ３３４）属性管理部１３８ｂは、アクションの実行結果を含む終了通知を第１情報
処理装置１１０に送信してアクションの実行終了を通知する。なお、アクションの実行が
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失敗し、同じアクションを再実行する場合、属性管理部１３８ｂは、開始通知の送信、ア
クションの実行制御、及び終了通知の送信を行う。Ｓ３３４の動作を終了すると、実行依
頼されたアクションの実行についての処理が終了する。
【０２２２】
　以上、第２の実施の形態に係る一変形例（変形例＃２）について説明した。変形例＃２
によれば、主系の装置が高負荷状態にある場合に、一部のアクションを従系の装置で実行
することが可能になる。また、変形例＃２の場合、新たに実行するアクションを実行した
場合に予測される主系の負荷状況と、そのアクションを実行する前の主系及び従系におけ
る実際の負荷状況とを共に考慮して実行依頼を行うか否かを判断する。そのため、アクシ
ョン以外の処理によって従系の装置が高負荷状態になっている状況なども考慮して適切に
実行依頼が行われる。
【０２２３】
　［変形例＃３：未通知履歴データベースの簡略化］
　次に、第２の実施の形態の一変形例（変形例＃３）について説明する。変形例＃３では
、障害から復旧した装置に対して送信する未通知履歴情報のデータ量を低減する方法を提
案する。なお、この方法を適用することで、未通知履歴データベース１１６ａ、１３６ａ
に格納されるデータ量も低減される。以下では、第１情報処理装置１１０の未通知履歴デ
ータベース１１６ａを例に説明を進める。但し、第２情報処理装置１３０の未通知履歴デ
ータベース１３６ａについても同様である。
【０２２４】
　（未通知履歴データベースについて）
　図２６は、第２の実施の形態の一変形例（変形例＃３）に係る未通知履歴データベース
の例を示した図である。図２６に示すように、変形例＃３に係る未通知履歴データベース
１１６ａは、少なくとも発生元装置名及びイベント発生日時を格納したものであればよい
。イベント発生日時の情報は、発生元装置名毎に最新の情報に更新される。
【０２２５】
　例えば、未通知履歴データベース１１６ａに発生元装置名及びイベント発生日時を格納
する場合、属性管理部１１８ｂは、同じ発生元装置名に対応するイベント発生日時が未通
知履歴データベース１１６ａに格納されているか確認する。同じ発生元装置名に対応する
イベント発生日時が未通知履歴データベース１１６ａに格納されている場合、属性管理部
１１８ｂは、そのイベント発生日時を最新のイベント発生日時で更新する。一方、同じ発
生元装置名に対応するイベント発生日時が未通知履歴データベース１１６ａに格納されて
いない場合、属性管理部１１８ｂは、発生元装置名とイベント発生日時とを対応付けて未
通知履歴データベース１１６ａに格納する。
【０２２６】
　（未通知履歴データベースの更新方法について）
　ここで、変形例＃３に係る未通知履歴データベースの更新方法について、フロー図を参
照しながら説明する。図２７は、第２の実施の形態の一変形例（変形例＃３）に係る未通
知履歴データベースの更新方法について説明するフロー図である。なお、第１情報処理装
置１１０が「主系」である場合も「従系」である場合も同様である。
【０２２７】
　変形例＃３の場合（但し、第１情報処理装置１１０が「主系」の場合）、図１５に示し
たフロー図のＳ１３０及びＳ１３２の動作が省略され、Ｓ１３１の動作が実行された後で
図２７に示したフロー図の動作が実行される形となる。さらに、変形例＃３の場合（但し
、第１情報処理装置１１０が「従系」の場合）、図１６に示したフロー図のＳ１４７及び
Ｓ１４９の動作が省略され、Ｓ１４９の動作が実行された後で図２７に示したフロー図の
動作が実行される形となる。
【０２２８】
　（Ｓ４０１）属性管理部１１８ｂは、アクションの実行が成功したか否かを判定する。
アクションの実行が成功した場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ４０２の動作に移る。一方
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、アクションの実行が成功していない場合、属性管理部１１８ｂは、再びＳ４０１の動作
に移る。
【０２２９】
　（Ｓ４０２）属性管理部１１８ｂは、未通知履歴データベース１１６ａを参照し、実行
したアクションに対応するイベントの発生元を示す発生元装置名と同じ発生元装置名を検
索する。
【０２３０】
　（Ｓ４０３）属性管理部１１８ｂは、未通知履歴データベース１１６ａから、実行した
アクションに対応するイベントの発生元を示す発生元装置名と同じ発生元装置名を見つけ
た場合、Ｓ４０５の動作に移る。つまり、第２情報処理装置１３０で障害が発生している
間に、同じ発生元装置名の装置で発生した何らかのイベントに対して第１情報処理装置１
１０がアクションを実行して成功している場合、属性管理部１１８ｂは、Ｓ４０５の動作
に移る。
【０２３１】
　一方、実行したアクションに対応するイベントの発生元を示す発生元装置名と同じ発生
元装置名が未通知履歴データベース１１６ａで見つからなかった場合、属性管理部１１８
ｂは、Ｓ４０４の動作に移る。つまり、第２情報処理装置１３０で障害が発生している間
に、同じ発生元装置名の装置でイベントが発生していないか、発生したイベントに対して
第１情報処理装置１１０がアクションを成功させていない場合、属性管理部１１８ｂは、
Ｓ４０４の動作に移る。
【０２３２】
　（Ｓ４０４）属性管理部１１８ｂは、実行したアクションに対応するイベントの発生元
を示す発生元装置名及びイベント発生日時を対応付けて未通知履歴データベース１１６ａ
に格納する。Ｓ４０４の動作を終えると、属性管理部１１８ｂは、未通知履歴データベー
ス１１６ａの更新について処理を終了する（図１５のフロー図では処理の終了へ動作が移
る。図１６のフロー図ではＳ１５０の動作に移る。）。
【０２３３】
　（Ｓ４０５）属性管理部１１８ｂは、実行したアクションに対応するイベントのイベン
ト発生日時と、未通知履歴データベース１１６ａに格納された同じ発生元装置名に対応す
るイベント発生日時とを比較する。そして、未通知履歴データベース１１６ａのイベント
発生日時が古い場合、属性管理部１１８ｂは、実行したアクションに対応するイベントの
イベント発生日時で未通知履歴データベース１１６ａのイベント発生日時を更新する。Ｓ
４０５の動作を終えると、未通知履歴データベース１１６ａの更新についての処理が終了
する（図１５のフロー図では処理の終了へ動作が移る。図１６のフロー図ではＳ１５０の
動作に移る。）。
【０２３４】
　（未通知履歴情報に基づく成功履歴の有無判断について）
　上記のように未通知履歴情報の内容を簡略化した場合、第２情報処理装置１３０が復旧
した際の動作が一部変更される。具体的には、第２情報処理装置１３０が未通知メッセー
ジを処理する際、未通知メッセージに対応するイベントを第１情報処理装置１１０が実行
して成功しているか否かを判定する際の動作が変更される。なお、第１情報処理装置１１
０が復旧する際の動作についても同様である。
【０２３５】
　以下、変形例＃３に係る未通知履歴情報に基づいて成功履歴の有無を判断する方法につ
いて、フロー図を参照しながら説明する。図２８は、第２の実施の形態の一変形例（変形
例＃３）に係る未通知履歴情報に基づいて成功履歴の有無を判断する方法について説明す
るフロー図である。
【０２３６】
　（Ｓ４１１）属性管理部１３８ｂは、復旧時に第１情報処理装置１１０から取得した未
通知履歴情報を参照し、未通知メッセージに対応する発生元装置名と同じ発生元装置名を
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検索する。
【０２３７】
　（Ｓ４１２）属性管理部１３８ｂは、Ｓ４１１の動作で同じ発生元装置名を発見できた
か否かを判定する。つまり、属性管理部１３８ｂは、第２情報処理装置１３０に障害が発
生している間に、同じ発生元装置名の被監視装置で発生した少なくとも１つのイベントに
対するアクションが第１情報処理装置１１０により完了しているか否かを判定する。同じ
発生元装置名を発見できた場合、属性管理部１３８ｂは、Ｓ４１３の動作に移る。一方、
同じ発生元装置名を発見できなかった場合、属性管理部１３８ｂは、Ｓ４１５の動作に移
る。
【０２３８】
　（Ｓ４１３）属性管理部１３８ｂは、未通知メッセージが示すイベント発生日時より、
未通知履歴情報から発見された同じ発生元装置名に対応するイベント発生日時の方が新し
いか否かを判定する。つまり、属性管理部１３８ｂは、未通知メッセージが示すイベント
よりも後に発生したイベントに対して第１情報処理装置１１０がアクションを実行して成
功しているか否かを判定する。未通知履歴情報のイベント発生日時の方が新しい場合、属
性管理部１３８ｂは、Ｓ４１４の動作に移る。一方、未通知メッセージのイベント発生日
時の方が新しい場合、属性管理部１３８ｂは、Ｓ４１５の動作に移る。
【０２３９】
　（Ｓ４１４）属性管理部１３８ｂは、未通知メッセージが示すイベントに対して既に第
１情報処理装置１１０がアクションを実行して成功していると判断する。Ｓ４１４の動作
を終えると、属性管理部１３８ｂは、未通知履歴情報に基づいて成功履歴の有無を判断す
る動作を終了する。その後、属性管理部１３８ｂは、その未通知メッセージが示すイベン
トに対するアクションの実行を抑止する。
【０２４０】
　（Ｓ４１５）属性管理部１３８ｂは、未通知メッセージが示すイベントに対して第１情
報処理装置１１０がアクションを実行していないか、成功していないと判断する。Ｓ４１
５の動作を終えると、属性管理部１３８ｂは、未通知履歴情報に基づいて成功履歴の有無
を判断する動作を終了する。その後、属性管理部１３８ｂは、その未通知メッセージが示
すイベントに対するアクションを実行する。
【０２４１】
　以上、第２の実施の形態に係る一変形例（変形例＃３）について説明した。変形例＃３
によれば、未通知履歴データベース１１６ａに最新の成功履歴情報のみを格納することで
、未通知履歴データベース１１６ａに格納されるデータ量を低減することができる。さら
に、未通知履歴情報を第２情報処理装置１３０に送信する際、送信されるデータ量が少な
くて済むため、通信負荷を低減することが可能になる。
【０２４２】
　以上、第２の実施の形態及びその変形例について説明した。なお、上記説明においては
、アクションの実行が失敗した場合に、アクションを実行した一方の装置が同じアクショ
ンを再実行することとしていたが、他方の装置が実行することとしてもよい。例えば、ア
クションの実行失敗を示す終了通知を受信した従系の装置が、その受信に応じて同じアク
ションを実行し、一方で主系の装置はアクションの実行を抑止するようにしてもよい。こ
のような変形についても第２の実施の形態の技術的範囲に属する。
【符号の説明】
【０２４３】
　１０、１００　情報処理システム
　１１　データ
　１２、１１０　第１情報処理装置
　１３　演算部
　１４　通信部
　１５　履歴情報
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　１６、１３０　第２情報処理装置
　１７　記憶部
　１８、１１８、１３８　制御部
　１１１、１３１　第１通信部
　１１２、１３２　イベント監視部
　１１３、１３３　第２通信部
　１１４、１３４　アクション実行部
　１１５、１３５　第１記憶部
　１１５ａ、１３５ａ　他装置履歴データベース
　１１６ａ、１３６ａ　未通知履歴データベース
　１１６、１３６　第２記憶部
　１１７、１３７　第３記憶部
　２１０、２２０　被監視装置
　２１１　記憶部
　２１２　演算処理部
　２１３　イベント監視部
　２１４　通信部
　３００　端末装置

【図１】 【図２】



(36) JP 6160171 B2 2017.7.12

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(37) JP 6160171 B2 2017.7.12

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(38) JP 6160171 B2 2017.7.12

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(39) JP 6160171 B2 2017.7.12

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】



(40) JP 6160171 B2 2017.7.12

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】 【図２３】



(41) JP 6160171 B2 2017.7.12

【図２４】 【図２５】

【図２６】

【図２７】 【図２８】



(42) JP 6160171 B2 2017.7.12

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００９－００９３７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－３２７７１３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－１７１１９３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－１０８２０２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　１１／２０　　　　
              Ｇ０６Ｆ　　１１／３０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

